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去
る
１
月
27
日
、
政
府
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
に

つ
い
て
、５
月
８
日
に
現
在
の「
２

類
相
当
」
か
ら
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に

引
き
下
げ
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
に
つ
い

て
も
、
３
月
13
日
か
ら
屋
内
・
屋

外
を
問
わ
ず
個
人
の
判
断
を
基
本

と
し
、
さ
ら
に
、
学
校
教
育
の
現

場
に
お
い
て
は
、
新
学
期
と
な
る

４
月
１
日
か
ら
着
用
を
求
め
な
い

こ
と
を
基
本
と
す
る
方
針
が
出
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
は
、
２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

厚
生
労
働
省
の
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

で
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
本
年

５
月
か
ら
、
新
た
な
接
種
機
会
を

設
け
る
と
と
も
に
、「
特
例
臨
時

接
種
」
を
令
和
６
年
３
月
ま
で
１

年
間
延
長
す
る
方
針
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　

　
２
月
26
日
、
第
20
回
の
記
念
大

会
と
し
て
、『
日
本
遺
産
「
四
国

遍
路
」
お
よ
び
「
藍
の
ふ
る
さ
と

阿
波
」
を
走
る
吉
野
川
市
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
』
が
開

催
さ
れ
、
遠
く
は
、
北
海
道
、
東

京
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
な
ど
県

外
か
ら
５
４
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
の

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
鴨
島
駅
周
辺
地
区
・
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
は
、
昨
年
度
、
鴨

島
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ
び
駅
前

広
場
が
完
成
し
、
本
年
度
は
、
日

本
フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
西
側
の
吉

野
川
市
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
北
側

歩
道
の
整
備
を
行
い
、
現
在
は
、

文
楽
通
り
周
辺
道
路
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

工
事
を
最
後
に
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
は
完
了
し
ま
す
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
完
成
後
に

は
、「
ポ
ケ
パ
ー
フ
ェ
ス
」
や
「
吉

野
川
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
鴨
島
駅
前
周
辺
で
は
、
新
店
舗

が
複
数
開
店
し
て
お
り
、
本
事
業

の
成
果
が
ま
ち
の
活
性
化
と
賑
わ

い
創
出
に
形
と
な
っ
て
現
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

　
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
農
業

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
を
追

加
・
拡
充
し
、
新
た
に
６
名
の
隊

員
が
東
京
都
を
は
じ
め
県
外
各
地

か
ら
順
次
着
任
し
ま
す
。

　
隊
員
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
環
境

に
い
ち
早
く
馴
染
め
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
課
題
で
あ
る

担
い
手
不
足
の
解
消
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

　
　●

令
和
４
年
度
３
月
補
正
予
算
案

　

国
の
地
方
財
政
対
策
の
拡
充

や
、
本
市
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
な
ど
に
よ
り
収
支
状
況
が

改
善
し
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て

い
た
財
政
調
整
基
金
お
よ
び
減
債

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
全
額
減

額
す
る
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
と

減
額
補
正
に
よ
り
生
じ
た
財
源
を

活
用
し
て
、
財
政
調
整
基
金
に

４
億
２
０
０
０
万
円
を
、
減
債
基

金
に
３
０
０
０
万
円
を
、
積
み
立

市政の窓

て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限

有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
本
格

化
す
る
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事

業
に
加
え
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

事
業
と
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
「
高
齢
者
等
外
出
支

援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
を

充
実
さ
せ
た
ほ
か
、
本
市
へ
の
新

た
な
出
店
を
支
援
す
る
「
空
店
舗

活
用
支
援
！！
お
店
び
ら
き
応
援
事

業
」や
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」

を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の

課
題
解
決
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
創

出
な
ど
、
本
市
の
未
来
に
つ
な
が

る
事
業
を
盛
り
込
み
「
財
政
の
健

全
化
」
と
「
本
市
の
活
性
化
」
の

両
立
を
図
り
編
成
し
ま
し
た
。

（
本
号
６
～
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
令
和
５
年
度
当
初
予
算
編
成
後

に
お
け
る
本
市
の
財
政
見
通
し

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
後
の

「
財
政
見
通
し
」
は
、「
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
こ

と
が
前
提
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
長
期
的
な
見
通
し
に
お
い
て
少

な
く
と
も
今
後
10
年
間
は
、
基
金

が
枯
渇
し
て
予
算
編
成
が
困
難
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン

吉野川市リバーサイドハーフマラソン

　２月 27 日、令和５年３月吉
野川市議会定例会開会日、原
井市長は令和４年度のこれま
での成果と今後の市政運営方
針についてその所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要旨は
次のとおりです。

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用

市
政
の
動
き
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し
、「
リ
ユ
ー
ス
」・「
リ
サ
イ
ク

ル
」
の
２
つ
の
実
証
実
験
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
リ
ユ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

あ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
お
い
く
ら
」

を
活
用
し
、
不
要
品
と
し
て
捨
て

る
前
に
、
市
民
の
方
々
が
そ
れ
ら

の
情
報
を
入
力
す
る
と
、
同
サ
イ

ト
の
登
録
買
取
業
者
が
一
括
査
定

を
行
い
、
双
方
の
条
件
が
合
致
す

れ
ば
、
売
却
で
き
ま
す
。

　
不
要
品
と
し
て
捨
て
て
い
た
物

を
、
少
し
で
も
リ
ユ
ー
ス
（
再
利

用
）
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
減
量

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、「
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
つ

い
て
は
、
羽
毛
布
団
を
再
生
品
化

さ
せ
る
取
り
組
み
で
、
現
在
は
処

理
費
が
か
か
っ
て
い
る
羽
毛
布
団

を
事
業
者
に
売
却
し
、
当
該
事
業

者
に
よ
り
再
生
品
化
し
た
後
に
、

新
た
な
製
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
、
ご
み
減
量
化
に
つ
な
げ
る

も
の
で
す
。

（
本
号
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
事
業

　
本
年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施
し

て
い
る
本
事
業
は
、12
月
時
点
で
、

７
２
２
名
の
方
に
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
事
業
を
進
め
る
中
で
、
利
用
者

の
方
か
ら
、「
対
象
者
の
要
件
緩

和
」
や
「
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利
用
」

に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
次
年
度
は
、
対
象
者
の

要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
介

護
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
も
、
介
護

保
険
制
度
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

重
複
し
な
い
範
囲
で
助
成
の
対
象

と
し
ま
し
た
。

　
要
件
の
緩
和
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、「
利
用
者
の
方
の
外
出

傾
向
」、「
利
用
人
数
お
よ
び
移
動

距
離
等
の
基
礎
デ
ー
タ
」
な
ら
び

に
「
本
事
業
へ
の
御
意
見
」
な
ど

の
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
交
通
弱

者
の
方
に
と
っ
て
、
生
活
の
質
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
継
続
的
に
行
え
る
よ

う
、
次
の
段
階
の
移
動
支
援
施
策

の
検
討
・
構
築
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
Ｆ
Ｃ
徳
島
と
の
連
携
事
業

　
本
年
１
月
、
本
市
若
手
職
員
５

名
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
Ｆ
Ｃ
徳

島
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
関

な
る
状
況
を
回
避
で
き
る
見
込
み

で
あ
り
、
財
政
運
営
が
持
続
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
財
政

危
機
は
突
破
で
き
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

　
県
内
他
市
町
村
の
状
況
等
に
鑑

み
検
討
し
た
結
果
、
県
の
運
営
方

針
に
則
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
か
ら
資
産
割
を
廃
止
す
る
方

針
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
２
年
か
け
て
、
資
産
割
を
約
２

分
の
１
ず
つ
縮
小
し
、
令
和
６
年

度
で
廃
止
し
ま
す
。

　
資
産
割
の
縮
小
・
廃
止
に
よ
る

保
険
税
の
減
収
分
に
つ
き
ま
し
て

は
、
所
得
割
・
均
等
割
等
に
配
分

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
急
激

な
変
化
と
な
ら
な
い
よ
う
、
緩
や

か
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
、
国
民

健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
を
活
用

し
た
税
率
改
定
と
し
ま
す
。

　
　

　
　●

川
島
こ
ど
も
園
公
私
連
携
事
業

　
市
立
川
島
こ
ど
も
園
の
「
公
私

連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
」
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
４

月
よ
り
、「
社
会
福
祉
法
人
か
も

め
福
祉
会
」
に
運
営
を
委
ね
、
新

た
に
「
川
島
か
も
め
こ
ど
も
園
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

民
間
法
人
の
特
色
あ
る
教
育
・

保
育
運
営
に
期
待
を
し
つ
つ
、
双

方
連
携
の
も
と
、
地
域
に
根
ざ
し

た
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

●
未
来
へ
つ
な
ぐ
修
学
応
援
給
付

金
事
業

　
ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
保
護
世

帯
な
ど
の
子
ど
も
が
大
学
な
ど
へ

進
学
す
る
際
に
抱
え
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
意
欲
と
能
力

の
あ
る
学
生
が
修
学
の
機
会
を
よ

り
多
く
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

た
め
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
修
学
応

援
給
付
金
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　
給
付
金
は
高
等
学
校
在
籍
時
の

成
績
や
作
文
な
ど
に
よ
り
選
考

し
、
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

　
本
事
業
に
よ
り
、
１
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
後
押
し

し
、
本
市
の
将
来
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
送
迎
用
バ
ス
の
安
全
対
策

　
昨
年
９
月
に
発
生
し
た
、
静
岡

県
の
認
定
こ
ど
も
園
で
の
送
迎
バ

ス
内
へ
の
置
き
去
り
事
故
を
受

け
、
国
は
送
迎
バ
ス
に
車
内
置
き

去
り
防
止
機
能
を
有
す
る
安
全
装

置
の
装
備
の
義
務
づ
け
お
よ
び
推

奨
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
私
立
の
認

定
こ
ど
も
園
の
送
迎
バ
ス
に
係
る

装
備
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
高
越
小
学
校
お
よ
び
山

川
中
学
校
で
運
用
し
て
い
る
６
台

す
べ
て
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
安
全

装
置
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
　

　
　●

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
お
よ
び
ご
み
減
量
化
に

向
け
た
新
た
な
取
組

　
「
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
」

は
、
現
在
、
新
施
設
の
着
工
に
先

立
ち
建
設
用
地
内
の
造
成
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
排
水
管
お
よ
び

調
整
池
な
ど
の
設
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

　
新
施
設
は
現
在
の
処
理
費
用
に

比
べ
、
年
間
約
３
億
円
弱
の
削
減

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

な
ど
に
よ
り
、
電
気
代
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
資
材
価
格
の
高
騰
が

生
じ
、
目
標
と
し
て
い
る
経
費
削

減
に
向
け
、
新
た
な
ご
み
減
量
化

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
宝
の
ご
み
“
も
っ
た

い
な
い
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題

移
住
定
住
・
に
ぎ
わ
い
創
出
の

魅
力
度
向
上

暮
ら
し
・
福
祉
の
満
足
度
向
上

子
育
て
・
教
育
の
満
足
度
向
上
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１
０
０
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

●
農
業
担
い
手
育
成
事
業

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
、
麻
植
郡
農
業
協
同
組
合
で

の
雇
用
を
通
じ
て
、
農
業
技
術
や

知
識
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
農
業
者
な
ど
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
、
将
来
、
本
市
に
お
い
て
地

域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
定
住
・

定
着
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業

　
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
条
件

を
満
た
す
森
林
作
業
機
械
の
購
入

費
用
お
よ
び
造
林
間
伐
事
業
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
に
よ
り
、森
林
が
持
つ
、

水
源
の
涵
養
、
林
産
物
の
供
給
な

ど
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進

を
図
り
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
　

　
　●

Ｇ
Ｉ
Ｓ
防
災
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
　
本
事
業
は
、
災
害
発
生
後
、
安

否
不
明
者
の
人
命
救
助
な
ど
に
関

わ
る
迅
速
な
意
思
決
定
を
行
う
た

め
、
被
災
エ
リ
ア
内
の
対
象
者
リ

ス
ト
の
抽
出
が
で
き
る
よ
う
、
既

存
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
籍
情
報
管
理
）

シ
ス
テ
ム
に
機
能
追
加
を
行
う
も

の
で
す
。

　
安
否
不
明
者
を
対
象
と
し
た
速

や
か
な
捜
索
・
救
助
活
動
が
可
能

と
な
る
ほ
か
、
被
災
し
た
土
地
の

面
積
な
ど
の
積
算
か
ら
、
浸
水
面

積
な
ど
の
被
害
状
況
の
正
確
な
統

計
・
報
告
が
可
能
と
な
る
と
と
も

に
、
実
際
に
起
こ
っ
た
被
災
情
報

を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
向
け
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
狩
猟
免
許
取
得
補
助
事
業

　

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し

「
猟
友
会
」に
加
入
し
た
方
、ま
た
、

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
猟

友
会
員
の
方
を
対
象
に
、
そ
の
取

得
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
個
人
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、
狩

猟
免
許
保
有
者
の
増
加
に
つ
な

げ
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
の
安
定

的
な
確
保
と
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
な
ど
の
被
害
軽
減
を
図
り

ま
す
。

連
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
の
ほ

か
、
本
市
と
Ｆ
Ｃ
徳
島
と
の
コ
ラ

ボ
グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
を
行
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
若
手
職
員
と
地
域
の
団
体
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
多
様
な
人
材
の

活
躍
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
魅
力
度
向
上
や
地
域
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
は
ば
た
け
！！
若
者
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ

と
納
税
を
、
令
和
５
年
度
に
事
業

者
へ
補
助
金
と
し
て
交
付
し
、
提

案
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
支
援
し

ま
す
。

　
本
事
業
に
よ
り
、
次
の
世
代
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
若
者
同
士
の
交
流
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
若

者
の
意
見
を
反
映
し
た
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。（
本
号
９
ペ
ー
ジ

参
照
）

●
吉
野
川
マ
ル
シ
ェ
運
営
補
助
事

業
　
吉
野
川
商
工
会
議
所
が
鴨
島
駅

前
を
中
心
に
、
昨
年
10
月
か
ら
毎

月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て
い

る
「
吉
野
川
マ
ル
シ
ェ
」
を
県
中

央
版
の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
さ
せ
る
た
め
、
運
営
費
用
を

助
成
し
、
継
続
開
催
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
賑
わ
い
の
創
出
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
造
事
業

　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
持

続
可
能
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造

成
を
図
る
た
め
、
本
市
の
公
園
施

設
な
ど
の
効
果
的
な
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
さ
ら

な
る
魅
力
度
を
高
め
る
方
策
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
体
育
振
興
支
援
事
業

　
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
地
域

連
携
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
活
用

し
、
新
た
な
視
点
を
持
っ
た
事
業

展
開
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
体
力

向
上
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
本

市
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
、
学
校

部
活
動
の
受
け
皿
の
一
端
と
な
る

よ
う
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
組
織
体
制
の
強
化
・
人
材

育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
空
店
舗
活
用
支
援
！！
お
店
び
ら

き
応
援
事
業

　
日
本
フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
を
核

と
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
商
業
地
域

を
中
心
に
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

出
店
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
お
り
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
へ
の
転
換
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。　

　
具
体
的
に
は
、
家
賃
補
助
の
期

間
を
１
年
延
長
し
、
最
大
で
２

年
間
と
す
る
と
と
も
に
、
店
舗

の
改
装
費
な
ど
を
合
わ
せ
た
補
助

金
の
総
額
を
86
万
円
か
ら
最
大
で

吉野川マルシェ

成
長
す
る
産
業
づ
く
り
の
拡
大

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

拡
大
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康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
３
件

◇
令
和
５
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
令
和
５
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
令
和
５
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
５
件

（
本
号
６
～
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
八
坂
児
童
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　
「
株
式
会
社　

Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ

（
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ア
）」
を
指
定
管

理
者
と
し
、
指
定
期
間
は
、
令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
と
す

る
も
の
で
す
。

●
市
道
路
線
の
認
定

　
「
堀
リ
５
号
線
」
ほ
か
３
線
の

市
道
路
線
の
認
定
を
行
う
も
の
で

す
。

◇
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

現
教
育
長
を
再
度
任
命
す
る
た

め
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の

で
す
。

栗
洲
敬
司
（
く
り
す
・
け
い
じ
）

氏
＝
65
歳
、鴨
島
町
上
下
島
（
再
）

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　
４
名
の
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
後
任
者
を
推
薦
し

た
い
た
め
、
議
会
の
意
見
を
求
め

た
も
の
で
す
。

板
東
佳
子
（
ば
ん
ど
う
・
よ
し
こ
）

氏
＝
68
歳
、
鴨
島
町
鴨
島
（
再
）

三
木
真
寿
美
（
み
き
・
ま
す
み
）

氏
＝
64
歳
、
山
川
町
井
上
（
新
）

三
木
啓
行
（
み
き
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

氏
＝
63
歳
、
山
川
町
川
田
（
新
）

戸
出
敏
夫
（
と
い
で
・
と
し
お
）

氏
＝
68
歳
、鴨
島
町
西
麻
植
（
再
）

　
　●

公
園
施
設
環
境
改
善
事
業

　
本
年
度
は
国
の
臨
時
交
付
金
や

他
の
補
助
金
を
活
用
し
、
向
麻
山

公
園
な
ど
の
遊
具
修
繕
や
江
川
・

鴨
島
公
園
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
改

修
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
は
、

広
大
な
敷
地
で
多
目
的
な
利
用
の

多
い
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
に
仮
設
ト

イ
レ
を
設
置
し
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　

　
　条

例
◇
吉
野
川
市
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
制
定
な
ど
17
件

●
吉
野
川
市
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
制
定

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ

り
、
当
該
法
律
の
規
定
が
直
接
適

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
既
存
の
個
人
情
報
保
護
条
例

を
廃
止
し
、
改
正
後
の
個
人
情
報

保
護
法
に
お
け
る
条
例
事
項
を
新

た
に
定
め
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

●
吉
野
川
市
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
制
定

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
審
査
請
求
に
対
す
る

裁
決
な
ど
を
行
う
際
に
諮
問
す
る

た
め
の
機
関
を
新
た
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。

●
吉
野
川
市
地
方
創
生
応
援
基
金

条
例
制
定

　
本
市
に
対
し
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
現
金

な
ど
を
地
域
再
生
計
画
に
定
め
る

事
業
へ
計
画
的
に
活
用
す
る
た

め
、
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

●
吉
野
川
市
上
下
水
道
事
業
経
営

審
議
会
条
例
制
定

　
今
後
の
上
下
水
道
事
業
を
適
正

か
つ
効
率
的
に
経
営
し
て
い
く
た

め
に
、
経
営
状
況
の
確
認
や
改
善

に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
諮
問
す

る
た
め
の
機
関
を
新
た
に
設
置
す

る
も
の
で
す
。

●
吉
野
川
市
印
鑑
登
録
条
例
及
び

吉
野
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

　
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
移
動
端
末
設
備

を
用
い
て
証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

●
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

出
産
費
用
の
上
昇
な
ど
に
よ

り
、
国
に
お
い
て
出
産
育
児
一
時

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

●
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

お
け
る
資
産
割
の
廃
止
に
向
け
て

税
率
等
の
改
定
を
行
う
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
吉
野
川
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

●
吉
野
川
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

　
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
る
状
況
な
ど
に

鑑
み
、
営
利
目
的
の
使
用
に
つ
い

て
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
す

る
な
ど
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

●
吉
野
川
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

　
老
朽
化
し
た
鴨
島
第
３
団
地
を

廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

予
算

◇
令
和
４
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

◇
令
和
４
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と

市
役
所
の
変
革

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り

江川・鴨島公園　撮影日：３月 26日 向麻山公園山頂の芝生広場　撮影日：３月 22日
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暮らし・福祉の満足度向上 子育て・教育の満足度向上
【拡大】高齢者等外出支援タクシー料金助成事業

1,917万3千円

　タクシー利用時の運賃の一
部を助成することにより、運
転免許証の返納や公共交通機
関が発達していない地域にお
いて移動が困難な「交通弱者」
の外出を支援します。さらに、
コロナ禍の影響を受けながら
も事業継続に取り組んでいる
市内運輸事業者の活性化にも
つなげます。

【新規】未来へつなぐ修学応援給付金事業
500万円

　ひとり親世帯などの子
どもが大学などへ進学す
る際に抱える大きな経済
的負担の軽減を図り、意
欲と能力のある学生に対
して修学の機会をより多
く得られるよう支援する
ため、藤岡敏孝こども未
来基金を原資として給付
金を支給します。

　令和５年度当初予算編成では、一定の成果の見えた前年度の取
り組みを継承しながら、限られた財源の中で、より実効性の高い
予算とし、「財政の健全化」と「本市の活性化」を両立した結果、
一般会計予算額は、前年度比 5.4％増の 200 億 9,300 万円と
なりました。

当初予算の６本柱

当初予算 200億9,300万円

歳入

県支出金
14億5,947万6千円

（7.3％）

国庫支出金
29億5,340万3千円

（14.7％）

地方譲与税・
各種交付金
12億8,250万7千円

（6.4％）

地方交付税
74億円

（36.8％）

市税
39億7,240万9千円

（19.8％）

その他
・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入・繰越金
・寄附金・諸収入
10億1,179万3千円

（5.0％）

繰入金
10億5,161万2千円

（5.2％）

市債
9億6,180万円

（4.8％）

自主財源
  30.0％

依存財源
70.0％
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成長する産業づくりの拡大

持続可能な地域づくりと市役所の変革

移住定住・にぎわい創出の魅力度向上

安心・安全なまちづくりの拡大

【新規】空店舗活用支援!!お店びらき応援事業
361万円

　現行の２つの支援事業の内容を見直し、市内の空き店
舗を活用し新たに出店する事業者に対して、出店時の改
装費と家賃補助の総額を引き上げ補助を行います。

【継続】新ごみ処理施設整備事業　
7億6,818万6千円

　経済性や環境面に優れた、安心、安全、安定的に処理
することのできる新ごみ処理施設の整備を進めます。

【新規】FC徳島ホームタウン活動推進事業
834万円

　本市をホームタウン
として活動するサッ
カークラブ「ＦＣ徳島」
の地域に根ざした応援
活動と、地域に密着し
た地域貢献活動（ホー
ムタウン活動）を推進
していきます。

【新規】狩猟免許取得補助事業 13万2千円

　鳥獣を捕獲するた
めに必要な狩猟免許
の資格取得に必要と
なる経費を助成する
ことにより、有害鳥
獣 対 策 の 重 要 な 役
割を担う人員を確保
し、農作物被害の軽
減を図ります。

令和５年度  一般会計  

令和４年度

歳出

繰出金
22億8,363万9千円

（11.4％）

投資及び出資金・
貸付金・積立金
2億8,552万9千円

（1.4％）

補助費等
30億4,022万9千円

（15.1％）

維持補修費
8,064万9千円

（0.4％）

物件費
22億1,053万6千円

（11.0％）

投資的経費
13億5,192万6千円

（6.7％）

公債費
23億4,766万2千円

（11.7％）

扶助費
47億9,001万8千円

（23.8％）

人件費
36億7,281万2千円

（18.3％）

予備費 3,000万円（0.2％） ＜性質別構成比＞

その他
39.5％

義務的経費
　53.8％

投資的経費
6.7％

200 億 9,300 万円

ふるさと納税返礼品
（令和４年度）

新ごみ処理施設（※画像はイメージです。）
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会　　　計　　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 46億1,394万7千円

介 護 保 険 特 別 会 計 57億4,400万2千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億3,426万7千円

会　　　計　　　名 予　算　額

水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 6億5,943万9千円

支　出 6億5,906万7千円

資本的収入および支出
収　入 4億1,340万8千円

支　出 6億6,855万1千円

下水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 12億1,453万2千円

支　出 11億9,155万7千円

資本的収入および支出
収　入 6億7,488万8千円

支　出 10億6,113万1千円

特 別 会 計

企 業 会 計

　市には、一般会計とは別に、特定の事
業を処理するための会計があります。
　国民健康保険や介護保険などがこれに
あたり、一般会計とは別に特別会計と言
われます。
　また、一般会計、特別会計以外に、独
立採算を原則とし、企業的な事業を行う
水道事業会計などがあります。
　各会計の予算額は次のとおりです。

　令和５年度当初予算編成後における財政見通しでは、少なくとも今後 10 年間、黒字決算
を維持することができ、令和 14 年度末においても基金を枯渇させることなく、財政運営が
持続可能となる見込みになりました。

今後の財政見通し

●問い合わせ　財政課　☎22-2221　℻22-2244

防
災
行
政
無
線
か
ら
の
放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合
、

電
話
に
よ
り
放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
☎
22-

２
２
８
０
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●問い合わせ　商工観光課　☎22-2226　℻22-2237

●問い合わせ　事業推進課　　　　☎22-2287　℻22-2247
　　　　　　　運転管理センター　☎25-2111　℻25-2112

みんなで取り組む“ごみ減量”

はばたけ!!若者応援プロジェクト事業補助金応募団体（個人）募集

リユース・リサイクルの取り組みを始めます!（実証実験）

　「おいくら」は複数のショップの買取り価格を比較し、手間なく売却できるサービスです。

　本市は株式会社マーケットエンタープライズ（東証プライム上場）と連携協力協定を締結し、実証
実験としてリユースプラットホーム「おいくら」  を通じたリユース（再利用）の推進を行っています。

「おいくら」への一括査定の申し込みは
こちらから

　これまで、ふとんは費用をかけて処理をしていましたが、羽毛（ダウン）50％以上の羽毛ふとんについて
民間事業者と連携して、実証実験として回収・売却し、リサイクルする取り組みを始めています。 

※服や羽毛ぶとん以外のふとん、ざぶとん、カーペットなどは
　対象になりません。（粗大ごみとして市リサイクルセンターおよび山川不燃物処理場への持ち込みは可能です）

　流行に敏感で豊かな発想を持つ若者を中心として構成される団体や若者個人が提案する事業やイベント
を募集します。採択された団体（個人）には、市でガバメントクラウドファンディング®（※）を実施し、集まっ
た寄付金を翌年度に補助金として交付します。

（※）ガバメントクラウドファンディング ®　ふるさと納税制度を活用し、目標金額や募集期間などを定め、特定の事業に対
する寄付金を募る手法。

●応募期限　5月31日（水）まで　●応募資格や提出書類など詳細は市ホームページを確認してください。

【回収場所】
◦市役所本館２階事業推進課
　（平日 午前8時30分～午後5時）
◦市リサイクルセンターおよび山川不燃物
　処理場（粗大ごみ自己搬入日）

【回収方法】
◦直接持ち込んでください。

捨てる前に「おいくら」で再利用（リユース）を検討してみませんか

羽毛ふとんのリサイクルにご協力ください!

（仕組み）

昨年度実施事業

（注意事項）

二次元コード

川島城ライトアップ事業 カーボンニュートラル時代を見据えた地方
の二次交通の推進と中心市街地の活性化
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情 報 ひ ろ ば

2023 年度吉野川市人権教育推進
協議会総会および講演会

開催日　４月 28 日㈮　　　　　　
参加費　無料
※総会は、午後１時 30 分から日本フネン市民プ

ラザ２階多目的室（大）にて理事のみで開催し
ます。

※講演会は、午後２時から日本フネン市民プラザ
２階多目的室（大）にて開催します。講演会は、
４月 21 日㈮午後５時までに申し込みすれば、
どなたでも参加可能です。

講演会講師　川上　和彦 さん
講演会演題　「補助犬とともに」

軽自動車税（種別割）の減免
　次の軽自動車などについては、申請すると軽自
動車税（種別割）が減免されます。

①心身などに障がいのある方が所有する軽自動車
など

【本人運転の場合】　　　　　　　　　
必要なもの
運転免許証・車検証・身体障害者手帳など、個人
番号の分かる書類　　　　　
※車両が変更になると再申請が必要。

【家族運転の場合】
必要なもの
運転免許証・車検証・身体障害者手帳、通院証明
など、個人番号の分かる書類
※毎年申請が必要。

②心身などに障がいのある方（18 歳未満の者ま
たは療育手帳など該当者）の家族が所有する軽
自動車など

必要なもの　家族運転の場合と同様。
※①②いずれの場合も障がい区分
◦級別の一定の条件を満たす場合で１台のみ減免
となります。障がいの等級によっては、減免の対
象にならない場合がありますので、事前に問い合
わせください。

③身体障がい者などの利用のために構造が変更さ
れた軽自動車など（車いす移動車など）

必要なもの
車検証・構造が確認できる写真など、個人番号の
分かる書類
※令和５年度の減免申請期限は５月 31 日㈬で

す。期限以降は受け付けできませんので注意し
てください。

税務課
☎ 22-2215　℻ 22-2247

問い合わせ

人権課・市人権教育推進協議会
☎ 22-2229　℻ 22-2260
Eメール
jinken@yoshinogawa.i-tokushima.jp

問い合わせ

　令和５年度から、城山老人福祉センターと川島
老人福祉センターの休館日が次のとおり変更とな
ります。

城山老人
福祉センター

川島老人
福祉センター

変更前 変更後 変更前 変更後

休
館
日

木 曜 日、
12 月29
日から翌
年の１月
３日まで

土 曜 日、
日 曜 日、
12 月29
日から翌
年の１月
３日まで

土 曜 日
（午 後）、
日 曜 日、
12 月29
日から翌
年の１月
３日まで

土 曜 日、
日 曜 日、
12 月29
日から翌
年の１月
３日まで

※開館時間は、「午前９時から午後５時」で変更
ありません。

老人福祉センターの休館日

長寿いきがい課
☎ 22-2264　℻ 22-2260

問い合わせ
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 危険なブロック塀などに対する支援事業があります！

　道路に面するブロック塀などの倒壊による事故
を未然に防ぎ、通行人の安全確保および災害時の
緊急車両の通行を確保するため、対象となる危険
ブロック塀などの撤去や撤去したブロック塀から
軽量なフェンスなどへの建て替えに対して助成を
行います。
●危険なブロック塀等撤去支援事業
○補助金の額　補助対象費の２／３および基準
費（１ｍあたり 6,000 円）の２／３以内で、
66,000 円を限度とする。
●フェンス等設置工事支援事業
○補助金の額　補助対象経費の２／３および基準
額（１ｍあたりパネルおよび格子状などの場合は
24,000 円、ネット状などの場合は 14,000 円）
の２／３以内で、266,000 円を限度とする。
○申込期間　５月８日㈪〜 12 月 28 日㈭
　（ただし、枠が埋まり次第終了となります）
※補助要件、補助対象経費、年間実施件数などの

詳細については、問い合わせください。

木造住宅の「耐震診断（無料）」

　本市では、近い将来に発生が予想されている「南
海トラフ巨大地震」や、活断層を震源とする「直
下型地震」による建物の倒壊から命を守るため、
木造住宅の耐震化を進めています。木造住宅の耐

建築営繕室からのお知らせ

　2022 年（令和４年）４月１日か
ら「吉野川市パートナーシップ宣誓制
度」に加え、「吉野川市ファミリーシッ
プ宣誓制度」の運用を開始しています。

吉野川市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

建築営繕室
☎ 22-2224　℻ 22-2246

問い合わせ

人権課
☎ 22-2229　℻ 22-2260

問い合わせ

震化は「耐震診断」を行い、その結果に基づいて
対策工法を施工し、建物の耐震化を図ります。耐
震診断は無料で行っていますので、まず、耐震診
断を行い住宅の現状を確認してください。
○対象となる木造住宅の条件（全てに当てはまるもの）

①市内の木造住宅で、平成 12 年５月 31 日以
前に着工されたもの

②在来軸組構法、伝統構法および枠組壁工法に
よるもの（木質プレハブ工法は除く）

③３階建てまでのもの（併用住宅、共同住宅、
長屋、借家、空き家を含む）

○本年度の耐震診断実施戸数　30 戸（予定）

木造住宅の「補強計画（無料）」

　耐震診断結果を元に、耐震改修工事の参考とな
る補強計画と概算費用を提示します。
○対象となる木造住宅の条件（全てに当てはまるもの）

①耐震診断の結果、評点が 1.0 未満の住宅
②耐震シェルター設置や除却を予定していない方

○本年度の補強計画実施戸数　５戸（予定）
○申込期間　５月８日㈪〜 12 月 28 日㈭
　（ただし、枠が埋まり次第終了となります）

パートナーシップ宣誓制度とは…
一方または双方が性的マイノリティである２人が、
互いを人生のパートナーとし、日常生活において相
互に協力すると約束したことを、本市が公に証明す
るものです。

ファミリーシップ宣誓制度とは…
市が証明するパートナーシップ関係にある２人の一方
または双方と生計を同一にする未成年の子（実子もし
くは養子）がいる場合、その子どもを愛情をもって養
育し、家族として生活を共にすると約束したことを、
本市が公に証明するものです。

　この制度は、法律上の効果（婚姻や親族関係の
形成、相続、税金の控除など）が生じるものでは
ありませんが、２人の関係を市が証明することで、
多様性を認め合い、誰もが個人として尊重される
社会の実現に向けて導入するものです。
　宣誓者は「市営住宅の申し込み」や、婚姻制度
と同様に「金婚ダイヤモンド婚記念式典の対象」
となります。詳しくは市ホームページを確認して
ください。
　今後も本市では互いの個性や多様性
を認め合い、性的指向や性自認に関わ
らず、誰もが個人として尊重される社
会を目指して取り組んでいきます。 二次元コード
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各小・中学校または学校教育課
☎ 22-2273　℻ 22-2270

問い合わせ

就学援助費支給制度
　経済的な理由で、子どもに義務教育を受けさせ
ることが困難な世帯に、学校教育に必要な費用の
援助を行っています。
　小・中学校に通う子どもの保護者が、生活保護
法に規定する要保護者（生活保護者）に準ずる程
度に困窮している世帯が対象です。
　援助を希望される方は、通学する学校へ相談し
てください。
　なお、認定については、世帯の所得状況などに
より、就学援助認定委員会で決定されます。

　二足歩行をする人間は常に転倒の危険性を有し
ています。介護予防、転倒予防のための基礎知識
を学びましょう。

と　き　５月８日㈪
　　　　午後１時 30 分〜２時 45 分
ところ　鴨島公民館２階 視聴覚室
講　師　長町　顕弘さん

（JA 徳島厚生連吉野川医
療センター副院長（整形
外科））

※入場無料
※申し込み先　鴨島公民館

介護予防講演会「転倒予防について」

　マイナポイントの申し込み期間は令和５年５月
末までです。（※１）
　平日、午前８時 30 分から午後５時 15 分まで、
市役所本館１階でマイナンバーカードとマイナポ
イントの申し込みサポートをしていますので、活
用してください。
★休日サポートの実施について

実施日時 場　所 時　　間

４月 30 日㈰ 市役所本館
１階 午前９時〜正午

５月 28 日㈰ 市役所本館
１階 午前９時〜正午

※１マイナポイントの申し込みは、令和５年２月
末までにマイナンバーカードの申請をし、マ
イナポイント申込日までにマイナンバーカー
ドを受け取られている方に限ります。

　マイナンバーカードの申請やマイナ
ポイントの申し込みに必要なものなど
については市ホームページを確認して
ください。

マイナンバーカード・マイナポイン
トの休日サポートを実施します！！

マイナンバーカードに関すること
市民課
☎ 22-2210　℻ 22-2245
マイナポイントに関すること
商工観光課
☎ 22-2226　℻ 22-2237

問い合わせ

鴨島公民館
☎ 24-5111　℻ 24-5113
長寿いきがい課
☎ 22-2264　℻ 22-2260

問い合わせ
申し込み

　本市では、市民生活に広く影響を与える基本計
画や基本方針などをつくる場合に、広く市民の皆
さんにその素案を提示し、寄せられた意見を計画
案などに反映させる「パブリックコメント」制度
を採用しています。
　令和５年度は、以下の案件について意見を募集
する予定です。

案件名 募集予定期間

吉野川市第４次男女共
同参画基本計画

令和５年 12 月〜
令和６年１月

第９期吉野川市高齢者
保健福祉計画・介護保
険事業計画

令和５年 12 月〜
令和６年１月

吉野川市下水道事業経
営戦略改定 令和６年１月〜２月

健康よしのがわ 21
第３次 令和６年２月〜３月

令和５年度吉野川市
パブリックコメントの募集予定

市長公室
☎ 22-2203　℻ 22-2244

問い合わせ

二次元コード
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市民課
☎ 22-2210　℻ 22-2245
国保年金課
☎ 22-2213　℻ 22-2243

問い合わせ

◆国民健康保険の資格（加入・脱退）に関する届
出について
●国民健康保険への加入（資格取得）の届出が必
要な場合
　国民健康保険は、74 歳までの方で社会保険（健
康保険、船員・共済保険を含む）の被保険者およ
びその被扶養者を除く、全ての方が加入する制度
です。退職などの理由で社会保険に加入ができな
くなった場合、国保に加入する必要があります。
加入の届出が遅れても社会保険の資格喪失日まで
遡って国民健康保険税が課税されることになりま
すので、早めに手続きをしましょう。

届出時、必要なもの

◦社会保険の資格が無くなった証明書（資格喪失
証明書など）・届出人の本人確認書類（マイナン
バーカード、免許証など）・委任状（住民票上同
一世帯以外の人が手続きをする場合）

●国民健康保険の脱退（資格喪失）の届出が必要
な場合
　就職などにより社会保険に加入された方（社会
保険証所持者）は、国保の資格喪失届が必要です。
届出をしないと、国民健康保険税と社会保険料を
二重に納める状態になってしまいます。また、社
会保険の資格があるにもかかわらず国民健康保険
で医療機関などを受診した場合、後日、医療費な

国民健康保険の適正な適用にご協力ください！
どの請求をすることがありますので、忘れずに手
続きをしましょう。

届出時、必要なもの

◦新しい保険証（脱退するすべての人の分）・届出
人の本人確認書類（マイナンバーカード、免許
証など）

◦委任状（住民票上同一世帯以外の方が手続きを
する場合）

◆社会保険の被扶養者になれる場合があります
　同じ世帯に社会保険の加入者がいる場合、被扶
養者として認定されることがありますので扶養認
定ができるかどうか、勤め先にご相談ください。

◆申告を忘れずに
　国民健康保険に加入している方は、所得申告が
必要です。申告をしないと、国民健康保険税の軽
減を受けられなかったり、医療費の限度額等適用
申請時の判定ができない場合があります。

◆届出窓口
　市民課または各支所

開催日 名　称 内　容 時　間 定 員 場　所

４月 19日㈬
消費税インボイス制度
説明会および登録申請
方法相談会

制度の概要説明および登
録手続きのサポート

午前 10時 30分～
（60分）

各
20名

〒779-3304
吉野川市川島町
宮島747-2
川島税務署１階
会議室

４月 19日㈬
免税事業者向け説明会
および登録申請方法相
談会

消費税の仕組みから知り
たい方向け説明会

午後２時～
（60分）

５月 12日㈮
免税事業者向け説明会
および登録申請方法相
談会

消費税の仕組みから知り
たい方向け説明会

午前 10時 30分～
（60分）

５月 12日㈮
消費税インボイス制度
説明会および登録申請
方法相談会

制度の概要説明および登
録手続きのサポート

午後２時～
（60分）

●問い合わせ　川島税務署　☎25-2211　自動音声案内に従って「２」番を選択してください。

川島税務署からのお知らせ　消費税インボイス制度等説明会について

※説明会は事前予約制ですので、電話による申し込みが必要です。
※当日登録申請を希望される個人事業主の方は、スマートフォン、取得済みの利用者識別番号およびマ

イナンバーカード（それぞれパスワードが必要です。）を準備しておいてください。
※定員に達した場合は参加できない場合があります。
※制度についての一般的な質問は、チャットボットに入力すると、AI を活用して 24 時間自動でお答

えします。 二次元コード

チャットボットは
こちら

13



生活トピックス
と　き　４月 16 日㈰
　　　　午前 11 時～
ところ　JR 鴨島駅前イベント広場
出演者　AIc フォークバンド、ア

ロハシスターズ（フラダ
ンス）、ボッサボッサ ボサ
ノバ弾き語り、ちんどん
グループ ソングブックス

（ポップスバンド）、カマン
ベール 他

●連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24-2400　℻24-3725（鎌田）

第 248 回まちかどコンサート

～みんなで防ごうサイバー犯罪 !! ～
　「サイバー犯罪」は、誰もが被害に遭う可能性のある身近な犯罪です。
　その多くは、犯罪の手口を知ることで被害を防ぐことができます。
　今回は、多くの相談が寄せられる手口について紹介します。

⃝海外偽通販サイト
　インターネット上の通販サイトには、お金を支払っても商品が届かない
悪質サイトがたくさんあります。大幅に値下げされたサイトや支払い方法
が選べないサイト（銀行振り込みのみ、クレジットカード払いのみ）は危
険です！安全なサイトかよく考えてから購入しましょう。

⃝フィッシング
　携帯会社、クレジットカード会社、宅配業者、公的な機関など、さまざ
まな事業者を装った偽のメールや SNS（ショートメッセージ）をきっかけ
に、個人情報を盗んだり、お金を騙し取ったりする手口が確認されていま
す。普段から、メールや SNS に記載された URL や電話番号を使用せず、
公式アプリやブックマークした公式サイトから確認しましょう。

⃝サポート詐欺
　突然「コンピュータウイルスに感染しました。サポートセンターに電話
してください」という警告通知が表示され、警告音が鳴り響く、これは詐
欺かもしれません。
　通知に記載された電話番号に電話してはいけません。慌てず、落ち着い
て、誰かに相談しましょう。
　支払ってしまったお金は戻ってきません。
　流失してしまった情報を消すことはできません。
　少しでも不審に感じたら、すぐにご相談ください！

サイバー犯罪のご相談は、フィッシング 110 番まで（088-622-3180）

●問い合わせ　阿波吉野川警察署　☎25-6110　℻25-6133

阿波吉野川警察署だより

とき　４月 12 日㈬　午後７時 対戦相手　水戸ホーリーホック
とき　４月 16 日㈰　午後２時 対戦相手　V・ファーレン長崎
とき　５月３日㈬㈷　午後２時 対戦相手　清水エスパルス
会場　鳴門・大塚スポーツパーク
　　　ポカリスエットスタジアム

●問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339　℻088（672）7262
ホームページアドレス　https://www.vortis.jp/

徳島ヴォルティスホームゲームスケジュール

　働くことを希望している 15 歳～
39 歳と 40 歳代の無業者およびそ
の家族を対象に、これからのことを
一緒に考えます。子どもの自立に悩
む家族の相談も実施します。
　相談は無料で、秘密は厳守します
ので、気軽に相談してください。
※事前に予約が必要です。
と　き
⃝４月 28 日㈮　午後１時～４時
⃝５月 26 日㈮　午後１時～４時
ところ　ハローワーク吉野川１階
　　　　特別相談室

●問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

働くことを希望する若者の
就労・悩み相談

　土地の境界線や分筆登記、地目を
変更、建物の新築、増築、取り壊し
た場合などについてご相談ください。
と　き　4 月 26 日㈬
　　　　午前 10 時～正午
ところ　吉野川市役所庁舎内会議室

●問い合わせ・申し込み
公益社団法人徳島県公共嘱託登記
土地家屋調査士協会
☎088（623）7275
℻088（623）7276

土地家屋調査士による
無料相談会

　除草作業、清掃作業を行います。
 江川湧水源周辺 　
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　５月１日㈪

午前６時 30 分～７時 30 分
 多津美橋～江川・鴨島公園 
　集合場所　多津美橋あずまや
　　　　　（鴨島第一中学校西側）
作業日時　５月１日㈪
　　　　　午前７時～８時

●問い合わせ
NPO法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463（瀬尾）

清掃ボランティアのご案内

対象者　職業相談希望の方
内　容　県内求人情報の提供と職業
相談、職業についての知識や就職の
心構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。

【川島】
と　き　５月 10 日㈬
　　　午後１時 30 分～２時 30 分
ところ　こだま会館

【山川】
と　き　６月５日㈪
　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
ところ　八坂会館
※各会館へ事前に予約が必要です。

●問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410
●予約先
こだま会館
☎25-2221　℻25-2239
八坂会館
☎42-4345　℻42-7277

巡回職業相談
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●問い合わせ　鴨島公民館　☎24-5111　℻24-5113

⃝健康セミナー　～もし、あなたや大切な人が食べら
れなくなったら？～
と　き　５月 19 日㈮　午後３時～４時
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　徳島病院摂食・嚥下障害看護
　　　　認定看護師　寺尾 聡子さん
⃝ FP から学ぶ「くらしとお金」
～健康保険料はどうやって決まるの？～
と　き　５月 20 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　日本 FP 協会徳島支部　玄番 芳江さん
⃝そこがもっと知りたい　～国際交流とユニバーサル
デザインによるまちづくりについて～
と　き　５月 22 日㈪　午後１時 30 分～２時 45 分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　吉野川市国際交流協会　会長　萩森 健治さん

⃝木目込人形展
　四国初の展覧会で、木目込人形を
300 点展示します。人形の優しさ
や美しさを感じてください。
と　き　５月 26 日㈮～ 28 日㈰
　　　　午前９時～午後５時

（初日は午後１時から、最終日は午後４時まで）
入場料　無料
⃝ロビー展

「戸塚刺繍展」
と　き　４月 19 日㈬～ 28 日㈮

「第 16 回写好館クラブ写真展」
と　き　５月 13 日㈯～ 20 日㈯

●問い合わせ
文化研修センター
☎22-0015　℻22-0016

●問い合わせ
公益財団法人 スポーツ安全協会　
☎088（684）3660　
午前８時30分～午後５時15分 (土、日、祝を除く)
東京海上日動火災保険会社　
公務第２部 文教公務室
☎0120（233）801　
午前９時～午後５時 (土、日、祝を除く)

文化研修センター通信
　「けし」のうち、麻薬の原料を含む一部の「けし」は、あへん法により栽
培が禁止されています。しかし、栽培が禁止されているけしが、一般家庭
の庭や畑、野原などに４月から６月にかけて自生していることがあります。
各地方厚生（支）局麻薬取締部（支所）や都道府県において、毎年その発
見、除去を実施しているものの、根絶には至っていません。発見した場合、
吉野川保健所に連絡してください。

【植えてはいけない「けし」の特徴】
　１　茎に毛が生えていない
　２　葉が茎を包み込んでいる
　３　葉のふちの切れ込みが浅い

【植えてもよい「けし」の特徴】
　１　茎に粗毛が生えている
　２　葉のふちの切れ込みが深い
　３　葉が茎の下部からでている

※植えてもよい「けし」は園芸品種であり、その栽培は禁止されていません。
薬物乱用を防止するには
　麻薬覚せい剤などの薬物乱用は、単に乱用者自身の問題にとどまらず、
家庭の崩壊、殺人、放火など重大な事件の原因になることもあり、社会全
体の問題へと拡大する恐ろしいものです。自分自身を大切にして、薬物の
使用を勧められても「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気を持ちましょう。

●問い合わせ　吉野川保健所　生活衛生担当　☎36-9017

植えてはいけない「けし」を見かけたら

四国リーグ第３節
とき　４月 16 日㈰　午前 10 時 30 分　対戦相手　中村クラブ
四国リーグ第４節
とき　４月 30 日㈰　午前 11 時　対戦相手　多度津クラブ
天皇杯徳島県代表決定戦
とき　５月７日㈰　午後２時　対戦相手　イエローモンキーズ

会場　鳴門球技場　（入場無料）

●問い合わせ　事務局本部　☎30-3806　℻30-3807
ホームページアドレス　https://fctokushima2016.com/

FC 徳島ホームゲームスケジュール

★江川わくわくホールイベント案内
⃝第６回スタインウェイを弾く鴨島公民館ピアノ発表会
と　き　５月 13 日㈯　開演　午前 10 時
入場料　無料
★講座案内（参加費無料・要申込）
⃝そこがもっと知りたい
～消費者の安全　「各種詐欺に注意」～
と　き　４月 24 日㈪　午後１時 30 分～２時 45 分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　阿波吉野川警察署生活安全課
⃝やさしい経済
～暴落相場とインフレ　本番はこれからだ！～
と　き　５月 12 日㈮　午後１時 30 分～２時 45 分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　徳島合同証券㈱　社長　泊 健一さん
⃝知って役立つ　～家庭や地域でできる防災対策～
と　き　５月 17 日㈬
　　　　午後１時 30 分～２時 45 分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　徳島県防災人材育成センター　

鴨島公民館だより

ホームページ
二次元コード

植えては
いけない
「けし」
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●検診日の受付時間はそれぞれ異なりますので、申し込みの際に必ず確認してください。
●一日に受けられる人数に限りがありますので、定数に達した時点で締め切ります。
　個別検診（医療機関）で受診可能な検（健）診は、個別検診での受診を優先してください。
●申し込み後、検診日の約１週間前に検診票などを送付します。
●腹部エコー検査は、他のがん検診と一緒に申し込みください。

集団検診 検診項目
場　　所 胃 大腸 腹部

エコー 乳 前立腺 肝炎 ピロリ 特定
健診 骨 肺

6月30日 金 午前 山川公民館 ● ● ● ● ●
7月  8日 土 午前 市役所（東館） ● ● ● ● ● ● ● ●
7月10日 月 午前 川島公民館 ● ● ● ●
7月20日 木 午前 鴨島公民館 ● ● ● ●
8月24日 木 午前 鴨島公民館 ● ● ● ●
9月  1日 金 午前 ふるさとセンター（美郷） ● ● ● ● ● ● ● ●
9月  8日 金 午前 鴨島公民館 ● ● ● ●
9月30日 土 午前 市役所（東館） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10月25日 水 午前 川島公民館 ● ● ● ● ● ● ● ●
11月  6日 月 午前 鴨島公民館 ● ● ● ● ● ● ● ●
11月17日 金 午前 山川公民館 ● ● ● ● ● ● ● ●
12月  9日 土 午前 市役所（東館） ● ● ● ● ● ● ● ●
12月18日 月 午前 鴨島公民館 ● ● ●

肺がん結核巡回検診 場　　所

8月18日 金
午前

森山公民館
上浦公民館

午後 市役所（東館）

9月15日 金
午前

知恵島公民館
川島公民館

午後 山瀬公民館

肺がん結核巡回検診 場　　所

10月  5日 木
午前

川島老人福祉センター
西福寺（山川町）

午後 飯尾敷地公民館/飯尾敷地コミュニティーセンター

10月13日 金
午前

牛島体育館
西麻植公民館

午後
ふるさとセンター（美郷）
旧東山小学校

のお知らせ

集団検診・肺がん結核巡回検診について

（受診券
 イメージ）

６月１日（木）   午前 8 時 30 分から開始
（受付時間：午前８時 30 分から午後 5 時 15 分まで）
（集団検診・巡回検診は定員がありますので、早めに申し込みください。
各検診日の 2週間前までが申し込み期限です。）

①電話（22-2268）　②電子申請（市ホームページから申し込み） 

③健康推進課窓口（本館１階14番）

【がん検診等受診券について】
・20歳以上の女性、40歳以上の男性に5月下旬に送付します。
・20～39歳の男性もしくは令和５年４月以降に転入した方で、受診券を希望する方は、
　健康推進課まで連絡してください。後日送付します。

申し込み
受　　付

申し込み
方　　法

　がん検診は、加入保険の種類に関わらず、職場などで検
（健）診を受ける機会のない吉野川市民が対象となります。

令和５年度は水色

●問い合わせ・申し込み　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245
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◦個人負担金について
　個人負担金は公費の補助を除いた金額です。次の①～③に該当する方は個人負担金が免除されます。
① 70 歳以上（昭和 29 年４月１日以前に生まれた方） ②令和４年度市民税非課税世帯（一部例外あり）③生活保護世帯
＊ただし、胃がん検診（胃カメラ）・腹部エコー検査・ヤング健診・ピロリ菌抗体検査は、全ての方に個人負担金が必要です。

令和５年度

個 別  …医療機関で実施　　 集 団   巡 回 …公民館などで実施  
●…申し込みが必要　　☆…男性は申し込み必要、女性は申し込み不要
※同一項目の検診は、同一年度内に 2 回受けることはできません。

検診の種類 検診
方式

申し込み
対　象　者

（令和６年４月１日時点の年齢） 内　　容 個　人
負担金

健
康
推
進
課

医
療
機
関

胃がん検診 個 別 ● ● 50 歳以上で令和４年度に受診していない
方（２年に１回） 胃内視鏡検査（胃カメラ） 4,100 円

集 団 ● 40 歳以上の方（毎年受診可能） バリウムによる胃部エックス線検査 1,000 円

大腸がん検診 個 別 ●
40 歳以上の方 便の検査（２日法） 500 円

集 団 ●

肺がん・結核検診
個 別 ●

40 歳以上の方
＊喀痰検査：50 歳以上で喫煙指数（1 日
本数×喫煙年数）が 600 以上の希望者
※喀痰検査のみはできません。胸部のエッ
クス線検査とセットになります。

胸部エックス線検査 300 円集 団 ●
巡 回 ●

＊喀
かくたん

痰検査 ＊喀痰検査…痰の検査 喀痰検査
500 円

乳がん検診
個 別 ● ●

40 歳以上の女性で令和４年度に受診して
いない方（２年に１回）

乳房エックス線検査
（マンモグラフィ１方向または２方向） 1,500 円

集 団 ● 乳房エックス線検査
（マンモグラフィ２方向） 1,300 円

子宮頸
けい

がん検診 個 別 ● 20 歳以上の女性で令和４年度に受診して
いない方（２年に１回） 子宮頸部細胞診 1,200 円

前立腺がん検診 個 別 ●
50 歳以上の男性 血液検査（PSA 検査） 800 円

集 団 ●

肝炎ウイルス検査 個 別 ● 40・45・50・55・60・65・70 歳の方
（対象年齢内に１回限り） 血液検査（B 型・C 型） 無料

集 団 ●

腹部エコー検査 集 団 ● 40 歳以上で令和４年度に受診していない
方（２年に１回） 腹部の超音波検査 5,500 円

骨粗しょう症検診 集 団 ● 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 腕のエックス線検査 500 円

ピロリ菌抗体検査 集 団 ● 20 歳～ 49 歳の方
（対象年齢内に１回限り）

血液検査
（ヘリコバクター・ピロリ菌抗体検査） 1,100 円

歯周疾患検診 個 別 ● 40・45・50・55・60・65・70 歳の方 問診・歯周組織検査 500 円

健康診査 個 別 ● 40 歳以上の生活保護受給者 特定健康診査に準ずる項目【基本的な健
診項目】問診・身体計測・理学的検査・
血圧測定・尿検査・血液検査（脂質・肝
機能・腎機能・血糖）※健康診査では、
加えて心電図・貧血検査も実施

無料

ヤング健診 個 別 ☆ ● 20 歳～ 39 歳の方 1,000 円

吉野川市 がん検診等
個別検（健）診（医療機関で実施）： ６月１日（木）～令和６年２月29日（木）
集団・巡回検診（公民館などで実施）： ６月30日（金）～12月18日（月）の17日間

【令和５年度がん検診等のお知らせ（保存版）】
　5 月に別冊パンフレット『令和５年度がん検診等のお知らせ（保存版）』を自治会を通じて、
加入者の各家庭に配布します。また、市役所や各支所（川島・山川・美郷）、公民館に備え付
けますので、利用してください。
　検（健）診実施医療機関など詳細は、パンフレットおよび市ホームページをご覧ください。

実施期間

市ホームページ
二次元コード
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●問い合わせ・申し込み　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

特 定 健 康 診 査 対 象 者

生 年 月 日 昭和 23 年 10 月１日～
昭和 24 年３月 31 日生まれの方

昭和 24 年４月１日～
昭和 59 年３月 31 日生まれの方

健 診 方 法 （１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月 30 日（土） 12 月 28 日（木）

特 定 健 康 診 査
受 診 券

◦受診券は、７月上旬までに個別郵送します。
◦「令和５年度特定健康診査実施機関一覧表」は、受診券に同封します。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
令和５年度特定健康診査（日帰りドック健診）のお知らせ

⽇帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。

《対　　象》　令和５年４月１日時点で吉野川市国民健康保険に加入し、健診日においても継続して加入して
　　　　　　いる方（昭和24年４月１日〜昭和59年３月31日生まれ）

《申込期限》　５月10⽇（水）まで   
《受付時間》　午前８時 30 分 〜 午後５時 15 分（土・日・祝日を除く）
《申込方法》　申込用紙に必要事項を記入のうえ、①～④ いずれかの方法で申し込みください。
　　① 窓　　　口 ： 健康推進課（本館１階）または各支所（川島・山川・美郷）
　　② 郵　　　送 ： 〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市健康推進課
　　③ Ｆ　Ａ　Ｘ ： 0883－22－2245（受信確認後、連絡します）
　　④ 電子メール ： kenkou@yoshinogawa.i-tokushima.jp（受信確認後、連絡します）
★申込用紙は、健康推進課または各支所にあります。市ホームページからもダウンロードできます。
注意事項
・各健診日程において申込者多数の場合は、第三者立ち会いのもと抽選します。希望に添えない場合もありますので、

了承ください。
・申込者全員に「決定通知」を送付します。
　決定後、日程変更やキャンセルをする場合は、必ず実施機関と健康推進課に連絡してください。
・実施機関によって検査項目が異なりますので、保険証送付時に同封の「令和５年度特定健康診査のお知らせ」（ピ

ンク色）を確認のうえ、申し込みください。
・定員に満たない場合は、５月 26 日（金）まで受け付けしますが、定員になり次第締め切ります。　
・決められた検査項目のうち、一部未受検による検査費用の調整は行いませんので、了承ください。

実施
機関

とくしま未来健康づくり機構 徳島県農村健康管理センタ－
徳島市蔵本町 1 丁目 10-3 阿波市阿波町平川原北 59-1

☎088－633－2266 ☎0883－36－6611

健診
日程

1 希望月 ７月 4 ７月 ４日（火） 10 ８月23日（水）
2 希望月 ８月 5 ７月 ５日（水） 11 ９月14日（木）
3 希望月 ９月 6 ７月27日（木） 12 ９月20日（水）

★上欄、1 〜 3 の希望月で決定通知が届いた方は、
　健診日程について実施機関へ申し込みください。

7 ８月 ２日（水） 13 ９月26日（火）
8 ８月 ８日（火） 14 ９月28日（木）
9 ８月17日（木）

受診者
負担額

胃バリウム 16,300 円 胃バリウム
16,300 円

胃カメラ 20,260 円 胃カメラ

募集人数 380 人
◎集団健診・医療機関健診については、広報よしのがわ５月号に詳細を掲載予定です。

ゴールデンウィークがあります。
早めに申し込みください。
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●問い合わせ　環境企画課　☎22-2230　℻22-2247

●問い合わせ　健康推進課（子育て世代包括支援センター）　☎22-2268　℻22-2245

●補助金制度の目的について
　単独処理浄化槽やくみ取り槽は台所や洗面所、風呂から出た排水を処理することなく川や水路に放流しており、
水辺環境悪化の原因となります。本市では水質汚濁や環境汚染を防止するため、単独処理浄化槽やくみ取り槽を撤
去して合併処理浄化槽を設置する方を対象に予算の範囲内で補助金を交付しています。

　本市では、全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、保健師または助産師が妊娠届出時か
ら面談を行い、出産・子育てに必要な切れ目ない支援につなぐ「伴走型相談支援」と、経
済的負担の軽減を図る「経済的支援」を一体的に実施しています。

《時期》　①妊娠届出時　　②妊娠８カ月頃　　③こんにちは赤ちゃん訪問時　など
　　　　※①および③の際に、「経済的支援」の申請について説明します。

浄化槽設置整備事業補助金制度のお知らせ

吉野川市出産・子育て応援給付金事業のお知らせ

●補助金額について　（金額は上限）

人槽区分
補助金額 

設置費分 宅内配管工事費分
５人槽 332,000 円

300,000 円７人槽 414,000 円
10人槽

（２世帯住宅に限る） 548,000 円

◆宅内配管工事とは
　浄化槽の本体の設置に必要な工事で、浄化槽への流入管（便所、
台所、洗面所、風呂等からの排水を流入させる管）および升の設
置ならびに浄化槽から住宅の敷地に隣接する側溝までの放流管の
設置に係るものをいいます。
◆宅内配管工事が補助の対象とならない場合
・大きく間取りが変わる改築またはリフォームを行う場合
・建て替えに伴う転換の場合

●申請条件
・申請者が居住する専用住宅であること (店舗併用住宅については居住部の延床面積が２分の１以上）
・工事の着工前であること
・設置される浄化槽の処理対象人員が 10人以下および環境省が定める環境配慮型浄化槽であること

●対象区域 ●申請期限　
　以下の区域を除く市内	 　令和６年１月 31日（水）
・公共下水道事業の事業計画区域
・農業集落排水事業の処理区域 二次元コード

※詳細については市ホーム
ページを確認ください。

出産応援給付金 子育て応援給付金

対 象 者 本市に住民登録があり、令和４年４月１日以降
に妊娠届出を提出した妊婦の方

本市に住民登録があり、令和４年４月１日以降
に出生した児童を養育する者

申 請 時 期 原則、妊娠中 原則、生後４カ月頃まで
給 付 額 妊娠１回につき５万円 児童１人につき５万円

支 給 要 件 ①妊娠届出時の面談　②アンケートの回答
③申請書などの提出

①出生届出後の面談　②アンケートの回答
③申請書などの提出

支 給 時 期 妊娠届出時の面談実施後 こんにちは赤ちゃん訪問時の面談実施後
※所得制限はありません。	※他の市町村で既に出産・子育て応援給付金を受給された方は対象外です。

全ての妊婦・子育て家庭を対象に、妊娠期から面談やアンケートなどを
用いて出産・育児の不安や心配事に寄り添い、サポートします。

～ 妊娠から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済的支援（イメージ）～
妊 娠 期 出 産 出 産 後 ・ 育 児 期

①妊娠届出
面談
アンケート
申請書提出

②妊娠８カ月

アンケート
面談

③こんにちは赤ちゃん訪問事業 子育て関連の情報発信、
相談支援（随時）

アンケート
申請書提出

面談
手続き説明

出産応援給付金   妊娠１回につき ５万円
子育て応援給付金
児童１人につき ５万円

経済的支援

伴走型相談支援

広報よしのがわに関する問い合わせは市長公室まで
☎22-2203　FAX22-224419



「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
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も
の
で

は
な
い
の
で
経
過
観
察
す
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
以
上
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
予
防
的
に

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
作
製
し
、
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
入
れ
歯
を
作
る
と
き
に

こ
の
骨
隆
起
が
邪
魔
に
な
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
取
り
除
く

手
術
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
結
論
と
し
て
骨
隆
起
で
あ
れ
ば

悪
い
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
膨
ら
み
を
触
っ
て
み
て
柔
ら

か
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
膿
が
出

て
き
た
り
す
る
と
、
腫
瘍
な
ど
の

別
の
病
気
も
疑
わ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
一
度
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

質
問 	

こ
の
前
、
歯
磨
き
を
し
て

い
た
ら
、
ふ
と
下
あ
ご
の
内
側
に

大
き
な
膨
ら
み
に
気
付
き
、
そ
れ

以
降
、
気
に
な
り
ま
す
。
触
れ
る

と
硬
い
の
で
す
が
こ
れ
は
悪
い
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

回
答 	

ご
質
問
の
内
容
か
ら
、
こ

れ
は
骨
隆
起
と
言
わ
れ
る
顎
の
骨

の
隆
起
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
く
最
近
、
気
付
か
れ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
お
そ
ら
く
何
年
も
前

か
ら
お
口
の
中
に
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
一
般
的
に
考
え
ら

れ
て
い
る
の
が
、
過
剰
な
噛
み
し

め
や
く
い
し
ば
り
、
歯
ぎ
し
り
に

対
す
る
顎
の
骨
の
反
応
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
常
に
こ
の
よ
う
な
癖

が
あ
る
と
、
顎
の
骨
に
は
強
大
な

力
が
か
か
る
た
め
、
顎
も
折
れ
な

い
よ
う
に
骨
を
膨
ら
ま
せ
、
補
強

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
で
き
や
す
い
場
所
と
し
て

は
ご
質
問
に
あ
っ
た
、
下
あ
ご
の

内
側
や
、
上
下
奥
歯
の
外
側
の
骨

の
と
こ
ろ
に
で
き
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
（
下
図
参
照
）。

　
一
度
で
き
た
骨
隆
起
は
小
さ
く

な
る
こ
と
は
な
く
、
原
因
で
あ
る

歯
ぎ
し
り
な
ど
の
癖
が
改
善
さ
れ

第
82
回 
骨
隆
起

●お口の質問について（窓口）●
市長公室　FAX 22－2244　メールアドレス m-koushitsu@yoshinogawa.i-tokushima.jp

お
し
え
て
!!
歯
医
者
さ
ん

下あごの内側に見られる骨隆起
複数に分かれて見える場合もある

　実施期間中に清掃活動に協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。
　道路沿い、公園、河川敷などの「ポイ捨てごみ」をなくし、快適な生活環境を守るため、地域ぐるみで一斉に身
の回りの環境美化を行いましょう。

実施期間  ４月 30 日（日）～５月 14 日（日）　　 統一実施日  ５月 14 日（日）午前８時～ 10 時
※小雨決行しますが、荒天などで中止する場合は、広報車などでお知らせします。

■申込期間　４月 24日（月）～５月９日（火）
■申込方法　「環境美化実施計画書」に清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地図」を添えて環境企画課（本

館２階）もしくは各支所（川島、山川、美郷）へ申し込みください。実施計画書は環境企画課および
各支所に備え付けています。また、市ホームページでもダウンロードできます。申し込み時に「ボラ
ンティアごみ袋」をお渡しします。

■実施方法　集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。
	 この環境美化の取り組みは公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。家庭からのごみ、草、木、

側溝や水路の土砂などは収集できません。
■収集方法　「統一実施日」５月14日（日）については、当日収集します。午前10時までに届け出場所に「ボランティ

アごみ袋」を出してください。「統一実施日以外に実施」した場合、出されたごみ袋は平日の収集となります。
■そ の 他　処分場へのごみの持ち込みはできませんので注意してください。
	 統一実施日当日に体調が優れない方、発熱のある方は参加を控えてください。

令和５年 　　月 　　日
実施団体／名称
連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 　　　袋
電 話 予 定 人 数 　　　人
実 施 日 時 　　 月　 　日 (  　) 　　 時 ～ 　 　時 ごみを出す場所

＊清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

●問い合わせ　環境企画課　☎22-2230　℻22-2247

市内一斉「ポイ捨てごみ」
清掃活動にご参加ください！

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書

災害情報や各種お役立ち情報が受信できる
「吉野川市防災・情報メール」をぜひご活用ください。 登録用

二次元コード 20



後期高齢者医療制度  保険料のお知らせ
　高齢者の医療の確保に関する法律施行令の一部改正に伴い、令和５年度から均等割額軽減世帯の所得判定基準の
見直しが行われます。

＝＋
所
得
割
額

基礎控除（43 万円）後の総所得金額等
×所得割率（10.47％）
被保険者の所得に応じて負担

均
等
割
額

56,044円
被保険者が
等しく負担

保
険
料

100 円未満
切り捨て
上限額 66 万円

世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額に応じて、軽減されます。均等割額の軽減

４月分の年金から差し引かれる方は、８月に保険料が決定するまでは、仮算定した保
険料をいただきます。10月以降は確定した保険料から仮算定分を差し引いた額をい

ただきます。４月分の年金から差し引かれない方は、８月に保険料と納付方法を記載した通知を送付します。

保険料の支払い

世帯の所得額の合計 軽減割合
43万円＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下 ７割
43万円＋「29万円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下 ５割
43万円＋「53万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下 ２割

後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険（国保・国保
組合以外）の被扶養者であった方への軽減
※均等割については、加入後２年間。ただし上記７割軽減に該当する
　方は対象外です。

所得割
負担なし
均等割
５割※

保
険
料
の
軽
減
（
令
和
５
年
度
）

●問い合わせ　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　☎088-677-3666
　　　　　　　国保年金課　☎22-2213　℻22-2243

令和5年度新型コロナワクチン接種のお知らせ

被保険者の
被扶養者であった

場合の軽減

　令和５年度の新型コロナワクチン接種については、これまでと同様、無料で受けられる「特例臨時接種」が継続
されることとなりました。接種の詳細は以下のとおりです。
　また、令和６年度以降は定期接種に移行し、自己負担を設けるなどの検討がされていますので、令和５年度の接
種について十分検討してください。

予約コールセンターの受付時間が５月から次のとおり変更となります。
電話：088 － 679 － 6653　　受付時間：午前９時～午後 5 時（土日祝を除く）

★令和４年秋開始接種は令和５年
５月７日（日）で終了しますので、
まだ令和４年秋開始接種を受けてい
ない方のうち、令和５年春開始接種
の対象でない方（基礎疾患のない12
歳以上65歳未満の方）は、令和５年
５月７日（日）までの接種を検討して
ください。

●令和５年度の１年間は、引き続き初
回接種も従来型ワクチンにて実施し
ます。

●接種券を紛失した場合は、再発行申
請を行ってください。

●問い合わせ　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

吉野川市ホームページ  https://www.city.yoshinogawa.lg.jp/21



●問い合わせ　長寿いきがい課　☎22-2264　℻22-2260

リハビリ教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

５ 12 金 9：00～11：00 三ツ島西公会堂 川島
●血圧測定
●体力測定（握力・２ステップ）
●理学療法士による個別運動指導
●集団体操

介護予防教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

５

2 火 9：00～10：30 東新町ふれあい会館 鴨島

健　
　

康　
　

相　
　

談

楽しい脳体操
8 月 13：00～14：30 飯尾敷地公民館・コミュニティセンター 鴨島 口腔ケア
9 火 9：00～10：30 川島老人福祉センター 川島 介護予防体操

10 水 9：00～10：30 川島公民館久保田分館 川島 介護予防体操
11 木 9：00～10：30 川島公民館城山分館 川島 楽しい脳体操
12 金 13：30～15：00 山瀬公民館 山川 栄養のお話
15 月 9：00～10：30 南町集会所 山川 口腔ケア

16 火
9：00～10：30 川島公民館上桜分館 川島 口腔ケア

13：00～14：30 山川公民館 山川
17 水 9：10～10：40 東山老人憩の家 美郷 介護予防体操
18 木 9：00～11：00 西麻植市郷会館 鴨島

19 金
9：00～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川島 栄養のお話

13：00～14：30 川島公民館岡山分館 川島 介護予防体操

22 月
9：00～10：30 鴨島老人福祉センター 鴨島 栄養のお話

13：00～14：30 知恵島老人憩の家 鴨島 口腔ケア
23 火 9：00～10：30 川島公民館山田分館 川島
25 木 9：00～10：30 忌部農業構造改善センター 山川
26 金 9：00～10：30 森山公民館 鴨島 口腔ケア

※初めて参加される方は問い合わせください。　※健康手帳を持参してください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方は持参してください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から 30 分間です。　※講座内容は変更する場合があります。

吉野川市 オレンジのつどい

◆日程・場所
日　　程 時　　間 場　　所

第１回

令和５年

 ４月24日（月） １）つどい
　　午後１時30分～３時30分
　　・認知症、認知症予防に関する講話
　　・情報交換、交流など
２）個別相談
　　午後３時30分より

日本フネン市民プラザ
２階  多目的室（中）

第２回  ６月23日（金）
第３回  ８月21日（月）
第４回 10月20日（金）
第５回 12月11日（月）
第６回 令和６年  ２月16日（金）

◆内容
①介護者同士の交流、	認知症や介護に関する情報交換
②認知症に関する講話、認知症の方へのリハビリ、コグニサイズ
③個別相談

●アドバイザー
　◦認知症の人と家族の会	徳島県支部		お世話人
　◦作業療法士

◆対象となる方
　①認知症の方　②介護をしている家族の方
　③介護経験のある方　④認知症に関心のある方
　⑤ボランティアの方
◆申し込み
それぞれの日程の１週間前までに、地域包括支
援センターへ申し込みください。

●問い合わせ	 吉野川市地域包括支援センター（吉野川市社会福祉協議会内）
	 ☎22-2744 ・ 22-2745　℻22-2746

家族のつどい
認知症の人と令和５年度

　本人や介護家族が集まって自由に話をしながら、情報交換や介護の相談、認知症に関する勉
強などを行う場として開催しています。本人、介護をしている家族の方、また、介護の経験が
ある方、ボランティアの方など、認知症について理解を深めたい方は気軽にご参加ください。

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を！ 22



吉野川市子育て支援施設 5 月の行事予定

子育て支援室 ほたるルーム
住　所

開館日
開館時間

山川町町 94 番地
（高越こども園内）
TEL・FAX 42-5758
月・水・金
午前９時～午後３時

12日㈮
19日㈮
26日㈮

絵本の読み聞かせ
親子ふれあい遊び
身体計測

子育て支援室 ちびっこドーム
住　所

開館日
開館時間

川島町桒村 2421 番地１
（川島こども園内）
TEL 25-6616
FAX 25-6617
月・火・木・金
午前９時～午後３時

２日㈫
９日㈫
16日㈫
23日㈫

作ってみよう！
身体計測
絵本の読み聞かせ
親子ふれあい遊び

地域子育て支援センター
かもめ元気クラブ

住　所

開館日
開館時間

鴨島町西麻植字大東 98 番地１
（鴨島かもめこども園内）
TEL 24-2856
FAX 24-2857
火・木・金
午前 10 時～午後３時

11日㈭
18日㈭
25日㈭

絵本の読み聞かせ
ベビーマッサージ
作って遊ぼう

子育て支援
なかよしくらぶ

住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島乙 897 番地９
（鴨島中央認定こども園内）
TEL・FAX 24-2356
月・水・金
午前 10 時～午後３時

12日㈮
24日㈬
26日㈮
31日㈬

子育て相談
運動遊び
食育相談
絵本の読み聞かせ

子育て支援室
もうもうあいランド

住　所

開館日
開館時間

鴨島町牛島 888 番地１
（鴨島東こども園内）
TEL 24-8914
FAX 24-8922
火・水・金
午前９時～午後３時

９日㈫
10日㈬
17日㈬
19日㈮

子育て何でも相談
絵本の読み聞かせ
身体計測
親子ふれあい遊び

地域子育て支援センター
山瀬わんぱく広場

住　所

開館日
開館時間

山川町諏訪 266 番地５
（山瀬かもめこども園内）
TEL 30-1212
FAX 30-1213
月・水・木
午前 10 時～午後３時

１日㈪
８日㈪
11日㈭
18日㈭
25日㈭

子育て相談（発達等）
子育て相談（食育、離乳食等）
運動遊び
絵本の読み聞かせ
ベビーマッサージ

子育て支援センター
ちびっこプラザ

住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島 252 番地１
（日本フネン市民プラザ内）
TEL 22-2440
FAX 22-2441
水～月
午前９時～午後５時

10日㈬
11日㈭
15日㈪
17日㈬
25日㈭

26日㈮

ママピラティス
子育てママのトータルケア
赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
絵本の読み聞かせ
ママのためのリフレッシュマッ
サージ・産後ケアアドバイス
誕生会・写真撮影

※月間行事予定表は二次元コー
ドでご確認ください。

※各施設にも月間行事予定表を
備え付けています。

※詳しくは、各施設
へ直接問い合わせ
ください。

鴨島南児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町飯尾 550 番地 76
TEL・FAX 22-2277
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～５時 30 分（土曜日）

２日㈫
９日㈫

16日㈫
19日㈮

こいのぼりを作ろう！
子育ておしゃべり会
～ここだけかい～
レッツクッキング
学習支援プログラム

子育て支援館 ぶどうの木
住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島 440 番地２
（認定こども園めぐみ幼稚園
めぐみ保育園北側）
TEL・FAX 38-9117
TEL 24-2435
月～金
午前９時～午後３時

17日㈬
23日㈫

お誕生会
ふきこおばさんとあそぼう！

24日㈬～ 25日㈭
 イザヤ先生と英語で遊ぼう！

●問い合わせ　子育て支援課　☎22-2266　℻22-2245

鴨島児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町知恵島 1208 番地２
TEL・FAX 24-2379
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～６時（土曜日）

17日㈬
26日㈮
27日㈯

硬筆教室
生け花クラブ
おもちゃ病院が来るよ！

９日㈫、23日㈫　絵画教室

八坂児童館
住　所

開館日
開館時間

山川町安楽寺 165 番地
TEL・FAX 42-6828
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～５時 30 分（土曜日）

13日㈯
22日㈪
26日㈮
31日㈬

サッカー教室
キーホルダーを作ろう
スケッチブックシアター
芋なえを植えよう

８日㈪～ 13日㈯　母の日プレゼント制作

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）23



う
と
思
い
ま
し
た
」
や
「
町
で
障

が
い
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い
た

ら
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て
助
け

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」「
一
人
一

人
の
大
切
な
命
、
自
分
も
自
分
以

外
の
人
も
大
切
に
し
よ
う
と
、
改

め
て
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
総
会
な
ど
は

文
書
開
催
と
な
り
参
集
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
今
年
度
で
し
た

が
、
本
会
は
私
た
ち
の
生
活
で
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
を
「
知
る
」

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
山
川
・
美
郷
地
区

で
は
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
学
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
共
生

社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。問

い
合
わ
せ

　
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

	

℻
22-

２
２
６
０

　
山
川
・
美
郷
地
区
人
権
教
育
推

進
協
議
会
で
は
、
９
月
に
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
堀
内

佳
さ
ん
を
お
招
き
し
、
人
権
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
今
、
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
高

越
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
会
と
な
り

ま
し
た
。
堀
内
さ
ん
の
素
敵
な
歌

声
と
視
覚
障
が
い
者
と
し
て
の
生

活
や
、
幼
少
期
の
苦
労
な
ど
、
自

身
の
経
験
を
元
に
し
た
講
話
を
交

え
な
が
ら
の
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

講
話
は
、「
自
分
の
こ
と
を
好

き
に
な
る
こ
と
」「
障
が
い
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
一
人
の
人
間
。
大

切
な
命
。
そ
れ
を
輝
か
せ
る
た
め

に
、
毎
日
精
一
杯
生
き
て
い
く
こ

と
」
な
ど
、
聞
い
て
い
る
人
の
心

に
響
き
、
人
権
に
つ
い
て
深
く
学

ぶ
内
容
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
感
想
で
は
、「
苦
手

な
こ
と
が
多
い
自
分
だ
け
ど
、
そ

れ
も
個
性
。
違
っ
て
い
る
こ
と
が

良
い
こ
と
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
を
好
き
に
な
ろ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

山
川・
美
郷
地
区
人
権
教

育
推
進
協
議
会
に
お
け
る

人
権
の
取
り
組
み

　北海道などに古くから住んで
いるアイヌの人々は、自然と共

生し、固有の言語や伝統的な儀式・祭事、ユカラなどの
多くの口承文芸など、独自の豊かな文化や伝統を発展さ
せてきました。
　しかし、「北海道開拓」が進められる中での同化政策（ア
イヌの人々の日本人化政策）により、アイヌの人々は独
自の文化を奪われ、生活の基盤となっていた漁・狩猟な
どが禁止されたことで、本土出身者（和人）との間に生
活上の格差が生まれ、日常生活においてさまざまな偏見
による差別を受けてきました。
　政府は、2007（平 19）年に国連総会で採択された「先
住民族の権利に関する国際連合宣言」や 2008（平 20）
年に国会で採択された「アイヌ民族を先住民族とするこ
とを求める決議」に関する内閣官房長官談話を踏まえ、
アイヌの人々が先住民族であることを認め、これまでの

アイヌ政策を一層推進することとしました。
　その後、2019（令元）年５月に「アイヌの人々の誇
りが尊重される社会を実現するための施策の推進に関す
る法律（アイヌ施策推進法）」が施行され、アイヌの人々
が民族としての誇りを持って生活することができ、そ
の誇りが尊重される社会の実現を目的として、アイヌの
人々への差別の禁止やアイヌ政策を実施するための支援
措置などが定められました。
　従来の文化振興や福祉政策に加え、地域振興、産業振
興、観光振興を含めた総合的な施策が進められています
が、その一つとして、2020（令２）年にはアイヌ文化
の復興・発展の拠点として「民族共生象徴空間」が設立
されました。
　アイヌの人々は、民族の言葉や文化、伝統を伝承保存
するために活動しています。私たち一人一人がアイヌの
歴史や文化、伝統を正しく理解することが、偏見や差別
をなくすことにつながります。

アイヌの人々

吉野川市第２次人権施策推進計画
教えて！！

「民族共生象徴空間」の愛称を、カタカナ４文字でお答えください。

●正解者の中から抽選で５名の方に、記念品を進呈します。
　・応募方法：はがき、メール、ファックスのいずれかに、郵便番号、住所、氏名、
　　　　　　　電話番号とクイズの答えを記入の上、人権課まで送付してください。
　・応 募 先：〒776-8611　吉野川市人権課あて
　・締 切 日：5 月 9 日（火）（消印有効）　E-mail：jinken@yoshinogawa.i-tokushima.jp

第 12 回 人権の花咲くまちクイズ

問 題

●問い合わせ　人権課　☎22-2229　℻22-2260

不法投棄は大変な犯罪です! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25-6110　環境企画課 ☎22-2230 ℻22-2247 24



で  き  ご  と

・・・ E v e n t・・・

y o s h i n o g a w a c i t y

　本市では、「地方創生応援税制」（企業版ふるさと納税）で本市を応
援していただける企業を募集しており、2 月 6 日、次の企業様から寄
付をいただきました。いただいた寄付金は、吉野川市まち・ひと・し
ごと創生推進事業に活用いたします。
◦大久保産業株式会社様（本社所在地：徳島県徳島市）
◦寄付額　10 万円

「企業版ふるさと納税」による
寄付をいただきました

◁感謝状を贈呈させていただきました

アイル保険サービス株式会社様から
寄付をいただきました
　１月 25 日、アイル保険サービス株式会社様から、社会貢献活
動として 20 万円の寄付をいただきました。いただいた寄付金は、
市の各種事業に有効に活用いたします。

◁原井市長（左）と岡澤代表取締役（右）

「吉野川市 MARC」西日本一般男子ソフトボール大会２連覇！
　２月 14 日、吉野川市体育協会に所属しているソフトボールチーム「吉野川市 MARC｣ の山下大介監督と渡部
國博理事長（市ソフトボール協会）が市役所を訪れ、｢第 12 回西日本一般男子ソフトボール大会｣ での優勝と大
会２連覇を市長に報告しました。
　今回の優勝と昨年の全国大会３位入賞の成績を受けて ｢吉野川市 MARC｣ は徳島県ソフトボール協会などから
数多くの賞を授与されました。受賞内容は次のとおりです。

△左から渡部理事長、山下監督、原井市長
△徳島県スポーツ優秀者表彰を受賞した

吉野川市MARCの皆さん　　　　

令和４年
徳島県ソフトボール協会表彰
優秀団体賞　吉野川市 MARC
優秀選手賞　三見貫太さん
指導者表彰　山下大介監督

令和４年度
徳島県スポーツ協会表彰
スポーツ優秀者表彰
　　　　　　吉野川市 MARC

　１月 24 日、鴨島ロータリークラブ様から防災局へドローン
を寄贈いただきました。今回寄贈いただいたドローンは、災害
発生時に上空から被害状況を確認したり、行方不明者が出た場
合には捜索活動に用いるなど、安心・安全のため有効に活用し
ていきます。また、広報活動にもドローンを活用し、魅力ある
本市の情報発信に努めます。

鴨島ロータリークラブ様から「ドローン」を
寄贈いただきました

鴨島ロータリークラブの皆さんと▷

生活機能低下を防ごう  みんなで「生活不活発病」の予防を!25



で  き  ご  と

・・・ E v e n t・・・

y o s h i n o g a w a c i t y

　２月 19 日、鴨島駅前の秘密の裏道「稲荷通り」で、鴨島駅前商店街を拠
点に街の活性化に取り組む「かもじま五九郎まちづくり株式会社」主催のも
と「五九郎マルシェ」が開催され大勢の方で賑わいました。
　「五九郎マルシェ」は昨年 11 月から毎月第３日曜日に開かれており、今
回は小学生を対象に働く楽しさや社会の仕組みを学んでもらおうと「子ども
店長体験」が企画されました。参加した児童らは「いらっしゃいませ！」と
元気な声と笑顔で接客を行っていました。

「五九郎マルシェ」お店屋さんになって子ども店長体験

駄菓子屋で「子ども店長体験」に参加した児童ら▷

　２月 18 日、日本フネン市民プラザで、令和４年度吉野川市スポー
ツ協会表彰式が開催されました。
　表彰式では、47 人の被表彰者が参加し、本市における体育の振興
に努力し、その功績が顕著な者および各種大会で活躍した小中高生・
大学生にそれぞれ体育功労者表彰、優秀児童生徒表彰、スポーツ優秀
者表彰が授与されました。
　表彰のあと、被表彰者を代表して川島高等学校３年生の大塚未流依
さんがお礼の言葉を述べました。

吉野川市スポーツ協会表彰式

△大塚未流依さんによる代表謝辞

「ふるさと対話集会」が開催されました
　２月 14 日、川島高等学校１年生の皆さんが市役所を訪れ、「地
域課題の解決」をテーマに「ふるさと対話集会」が開催されました。
　「ふるさと対話集会」は、本市のこれからについて市長と語り
合い、市民や市にゆかりのある方の声を市政に反映していくこと
を目的とし、市民協働によるまちづくりを目指しています。今回
は、人口減少や空き家対策、産業振興、学校施設の充実などにつ
いて、探究学習で考えた解決策などの発表を交えながら、市長と
意見交換を行いました。 △川島高等学校１年生の皆さんと

吉野川市芸術祭
第 10 回合同茶会・いけばな展開催
　２月 11 日、12 日の２日間、市文化協会所属の茶道部門と華道部
門による合同茶会・いけばな展が文化研修センターで開催されました。
　茶会では、初日は裏千家、翌日は表千家の各会員が交代してお点前
を披露しました。いけばな展では７流派 86 人が 45 点を出展し、幅
約２ｍの大作から個人による数 10cm の作品が会場を彩りました。梅
やツバキ、シンビジウムなど早春を思わせる花が並び、約 800 人の来
場者を和ませていました。△いけばな展の様子

　２月 21 日、本市のタグラグビーチーム「高越ファイヤートル
ネード」の皆さんが、「SMBC カップ第 19 回全国小学生タグラ
グビー大会」への出場を報告するため市役所を訪れました。各選
手から自己紹介と大会への抱負が語られ、市長からの激励の言葉
に対して、豆成キャプテンがお礼の言葉を述べました。

高越ファイヤートルネード  全国小学生タグラグビー大会出場！

高越ファイヤートルネードの皆さんと▷

「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。 26



100歳の誕生日おめでとうございます

　２月 16 日、宮本ミチ子さんが 100 歳の誕生日を迎えられました。宮本さんは現三好
市池田町に五男四女の三女として生まれ育ちました。結婚後、三好市井川町に住み、夫
婦仲良く商店を支えて２人の子どもを育てました。宮本さんは、おおらかな性格で、裁縫、
料理などを楽しみながら日々をまめまめしく働いてきました。丈夫な身体を持ち大きな
病も得ず、現在は市内の施設で穏やかな日々を過ごされています。長生きの秘訣は、「好
きなものを食べること」「娘が持ってきてくれる手紙や絵本を読むこと」だそうです。
　誕生日当日はご家族に見守られながら笑顔で祝い状を受け取られました。

宮
みやもと

本ミチ子
こ

さん
（鴨島町鴨島）

大正12年２月16日生まれ

　２月 16 日、阿部元明さんが 100 歳の誕生日を迎えられました。阿部さんは川島町で
生まれ、戦後は農業に従事後、働きに出て退職後は脊

せきついかんきょうさくしょう

椎管狭窄症の２度の手術と向き合
いながら、家庭菜園や花作りに励んでいます。朝食後、新聞を読み終わったら、畑で野
菜作りをし、昼食は栄養満点の特製雑煮を自ら作っています。午後からは、ルービック
キューブや家庭菜園、数独などをして過ごされています。長生きの秘訣は、肉やチーズ
類を食べ、毎日外へ出て動くことだそうです。
　誕生日当日はご家族に見守られながら笑顔で祝い状を受け取られました。

阿
あ

部
べ

元
もとあき

明さん
（川島町桒村）

大正12年２月16日生まれ

吉野川市内の100 歳以上の長寿者は 44 人（女性 39 人 男性５人）になりました。

　２月２日、県内のサッカー指導者らでつくる NPO 法人スポーツ
巡回ネットワーク主催のもと、令和４年度末で休校となる上浦小
学校でサッカー教室が開かれ、６年生３名が参加ました。
　本市を拠点として活動する FC 徳島の選手らも参加し、ボールの
蹴り方やドリブルのアドバイスが送られたほか、吉野川青年会議
所のメンバーや原井市長も加わり２チームに分かれて試合形式で
ミニゲームが行われました。NPO 法人スポーツ巡回ネットワーク
は、過疎地や在校生の少ない学校などを訪問し、スポーツに触れ
る機会を提供する活動を 2019 年から続けています。

上浦小学校でサッカー教室  休校前の思い出に

△サッカー教室で行われたミニゲームの様子

　２月 19 日、吉野川市国際交流協会の主催で多文化共生交流会が初
めて開催され、71 名が参加し盛大に楽しい交流会が開催されました。
　フィリピン、ベトナム、中国、インドネシア出身の 11 名が、順に
出身国の自然、食べ物、民族衣装、お祭り、有名な観光地などの写真
を映写して紹介しました。
　また、中国手品、インドネシアの踊りが披露されたほか、参加者み
んなが参加してベトナムのバンブーダンスや「きらきら星」を中国語
とインドネシア語、日本語で合唱し、参加者全員で楽しみました。交
流会では、会場から多くの質問があり、４カ国の出場者が上手な日本
語で一生懸命答えていました。

多文化共生交流会を開催

△きらきら星を中国語、インドネシア語、日本語で合唱

「川島小学校ブラスバンド・カラーガード」
徳島県代表に
　２月１日、「2023 全国小学校管楽器合奏フェスティバル」（第
40 回西日本大会）への出演を報告するため「川島小学校ブラスバ
ンド・カラーガード」の６年生２名が市役所を訪れました。
　この大会は、管楽器活動を通して交流を深めるとともに未来を担
う子どもたちに豊かな情操を養うことを目的としており「川島小学
校ブラスバンド・カラーガード」の皆さんは徳島県代表の３校に選
出されました。 △「川島小学校ブラスバンド・カラーガード」のお二人と

「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう27



有料広告を
募集しています

詳細は、市長公室（☎0883-22-2203、Ｆax0883-22-2244）
まで問い合わせください。

※３カ月以上継続して掲載する場合は１０％相当額を、６カ月継続して掲載
　する場合は２０％相当額を、それぞれの月額料金から割引します。

規格 １号広告（縦５０㎜×横８２㎜） 掲載料 月額10,000円

　

次
の
よ
う
な
前
納
制
度
を
利

用
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

月
々
払
う
よ
り
も
保
険
料
が
お

得
に
な
り
ま
す
。

●
現
金
納
付
の
場
合

・
２
年
前
納
・
１
年
前
納

・
６
カ
月
前
納

●
口
座
振
替
の
場
合

・
６
カ
月
前
納

※
４
月
分
か
ら
９
月
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
、
10
月
分
か
ら
翌

年
３
月
分
の
保
険
料
を
10
月
末

日
に
振
替
す
る
制
度
で
す
。
令
和

５
年
10
月
分
以
降
の
申
し
込
み

の
み
受
け
付
け
中
で
す
。

・
早
割
制
度

※
月
々
50
円
割
引
と
な
る
制
度
で
す
。

・
２
年
前
納
・
１
年
前
納

※
令
和
６
年
４
月
分
以
降
の
申

し
込
み
の
み
受
け
付
け
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

自
動
音
声
２
番

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
し
た
方
は
、
厚
生
年

金
か
ら
国
民
年
金
へ
変
更
す
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方
に

つ
い
て
も
、
国
民
年
金
へ
変
更
す

る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
、
退
職
日
が
確

認
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
（
川
島・山
川・

美
郷
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

自
動
音
声
２
番

　

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談
で
は
、
年
金
事
務

所
と
同
じ
相
談
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
各
種
年
金
の
請
求
や
届
け
書

の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
１
カ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
４
月
27
日
㈭　

午
前
10
時
～	

午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
５
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

 

℻
22-

２
２
４
３

　
令
和
５
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
５
２
０
円
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
が
上

乗
せ
さ
れ
た
年
金
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
、
納
付
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
口
座
振
替
・
現
金
納
付
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　
経
済
的
な
事
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

自
動
音
声
２
番

国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

 

℻
22-

２
２
４
３

４
月
か
ら
の
保
険
料
は

１
万
６
５
２
０
円
で
す

保
険
料
の
納
付
は
お
得
な

前
納
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

無
料
年
金
相
談（
予
約
制
）

ｗ８ 

指導者 ： 中谷 敬子 

指導対象：幼児～高校生 

連絡先 ： 090-9555-9699 

所在地 ：高原字関 135－5 

 (JR 牛島駅 徒歩５分） 

◆無学年のプリント教材

◆指導教科： 国数英

◆コンピュータ学習（ＣＡＩ）

◆４技能の小学英語

 

国
民
年
金
だ
よ
り

「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう 28



鴨島図書館（日本フネン市民プラザ３階）　☎ 22-2004　℻ 22-2014
開館時間　午前９時～午後７時　４月、５月の休館日　火曜日、月末資料整理日（４月 28 日㈮、５月 31 日㈬）
◆おはなし会
　と　き　毎週土曜　午前 10 時 30 分～ 11 時
　ところ　鴨島図書館内　読み聞かせコーナー
　◦よみっこ★か〜ものおはなし会
　と　き　５月 13 日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
　◦ジョン＆マリアンとあそぼう♪（英語でおはなし会）
　と　き　５月 20 日㈯　午後３時 30 分～４時
　◦おはなし「ふわり」タイム
　と　き　５月 27 日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
◆「としょかん☆たのしモリモリまつり！」
　と　き　４月 22 日㈯～５月 14 日㈰
　◦本のセルフお医者さん
　と　き　４月 22 日㈯、29 日㈯㈷、５月６日㈯、13 日㈯　午後３時～４時
　ところ　鴨島図書館内
　内　容　おうちの本を自分で修理・コーティングしてみ
　　　　　ませんか？スタッフがお手伝いします♪
　◦とびだせ ! 絵本の世界でいっしょに遊ぼう !（アニマシオン）
　と　き　4 月 23 日㈰、30 日㈰、５月 14 日㈰　午後３時～３時 30 分

　ところ　鴨島図書館内　読み聞かせコーナー
　内　容　おはなしの世界観を遊びの中から体感できる、参加型おはなし会です。
◆こうえんでおはなし会
　と　き　５月４日㈭㈷　午後３時～３時30分（雨天中止）
　ところ　江川・鴨島公園
　内　容　公園で出張おはなし会です。
　他にも図書館内でブックルーレットやおすすめ本アンケート
など、展示やイベントを実施予定。

※上記はすべて参加無料、予約不要です。
◆講演「子育ての楽しみ－ほめ方、しかり方を考える－」
　と　き　５月７日㈰　午後２時～３時 30 分
　ところ　日本フネン市民プラザ２階　多目的室（中）
　講　師　佐々木晃先生（鳴門教育大学院　幼児教育コース教授）
　対　象　市内の保護者、教育関係者の方
　定　員　45 名　※先着申込制（電話受付も可）
★ 4 月 1 日より鴨島図書館の HP を公開いたしました！
　「ようこそ、鴨島図書館へ」で検索（https://www.kamojimalibrary.

com）イベントの詳細は鴨島図書館の HP・Instagram をご覧ください。

【「
相
談
に
の
る
だ
け
で
報
酬
が
も
ら

え
る
」
な
ど
と
う
た
っ
て
高
額
な
お

金
を
請
求
す
る
サ
イ
ト
に
注
意
！
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
相
談
に

の
る
だ
け
で
報
酬
が
も
ら
え
る
」

な
ど
の
広
告
や
メ
ー
ル
に
誘
導
さ

れ
、
サ
イ
ト
に
登
録
後
、
相
手
の

請
求
に
従
い
お
金
を
払
っ
た
が
報

酬
を
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
や
手
続

き
費
用
な
ど
と
し
て
お
金
を
次
々

と
請
求
さ
れ
、
そ
の
都
度
支
払
い

ま
す
が
、
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
サ
イ
ト
へ
の
支
払
額
も
含
め
て

後
で
お
金
を
あ
げ
る
」、「
途
中
で

止
め
る
と
今
ま
で
支
払
っ
た
お
金

が
無
駄
に
な
る
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
り
、
実
際
に
少
額
の
お
金
が
振

り
こ
ま
れ
る
こ
と
で
支
払
い
を
続

け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

「
お
金
を
あ
げ
る
」
な
ど
の
広
告
や

メ
ー
ル
を
安
易
に
信
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
生
活
あ
ん
し
ん
課
内
）

	

☎
36-

１
８
４
０

℻
22-

２
２
４
５

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン	

☎
１
８
８

フリーダイヤル 0120-24-2195

セレモニー
みくらや会館
鴨島町鴨島521
 TEL（0883）24-2195 ㈹
 FAX（0883）24-2197

セレモニー
みくらや西ホール
川島町学字北久保118 
TEL（0883）25-6255
FAX（0883）25-6256

いざという時のために毎月少々の掛金で

三倉屋互助会

図書館だより

消
費
者
ひ
ろ
ば

川島図書館 　☎ 25-3141　℻ 25-5382
開館時間　午前 10 時～午後６時
４月、５月の休館日　水曜日、祝日（４月 29 日㈯㈷、
５月３日㈬㈷～５月５日㈮㈷）、５月 11 日㈭振替休日、
月末資料整理日（４月 28 日㈮、５月 30 日㈫）

◆川島図書館職員によるおはなし会
　と　き　５月 20 日㈯　午前 11 時～ 11 時 30 分
　ところ　川島図書館２階　　内容　絵本の読み聞かせ
　※家族の皆さん、一緒にどうぞ♪参加無料です。
◆写真展「空缶と植物Ⅸ」川村 泰史

　写真を通じて、空缶を使って多肉植物を栽培してい
る生育過程を紹介する。

　と　き　４月 30 日㈰まで
　ところ　川島図書館１階ロビー　※入場無料です。

山川図書館 　☎ 42-5222　℻ 26-4101
開館時間　午前 10 時～午後６時
４月、５月の休館日　月曜日、祝日、月末資料整理日（４
月 28 日㈮、５月 31 日㈬）

◆子どもえいが会
　「ふしぎ駄菓子屋銭天堂３　１話〜５話」
　と　き　５月６日㈯　午後２時～
　ところ　山川図書館
◆おはなし会
　と　き　５月 13 日㈯　午後２時～
　ところ　山川図書館
※いずれも参加無料です。

「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を29



青
少
年
育
成
補
導

み
ど
り
の
朝

（
さ
か
み
ち 
み
ど
り
）

鴨
島
第
一
中
学
校
　
樋
口 
聡
実

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
し
め
て　

朝
の
ス
タ
ー
ト

み
ど
り
の
体
に　

お
ひ
さ
ま
あ
び
て

春
夏
秋
冬　
四
季
折
々
の　

景
色
と
気
温

毎
朝
き
い
ろ
の
服
を
着
て

見
守
っ
て
く
れ
る　
地
域
の
人

ガ
タ
ガ
タ
道
に
坂
道

学
校
に
つ
く
と

ち
ゅ
う
り
ん
場
に
は

色
々
な
色

大
き
さ
の
自
転
車
が
並
ん
で
る

さ
あ　
一
日　
が
ん
ば
ろ
う

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
17
号
」よ
り

園
児
・
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

　

入
園
・
入
学
・
進
級
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
学
校

や
学
年
で
新
し
い
友
だ
ち
と
と
も

に
、
元
気
に
新
学
期
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
間
い
ろ

い
ろ
な
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ホーホケキョ 白竜峡 高越山 紅竜峡

東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

土地家屋調査士・行政書士 鎌田真一事務所

吉野川市鴨島町西麻植字中筋141 
☎ 0883-36-9830

相 続 手 続 き 無 料 相 談 会 開 催
令和４年４月から毎月１回、相続手続きに関する無料相談会を開催します。

【開催場所】日本フネン市民プラザ（多目的室226)

● 相続人調査（戸籍請求）、遺産分割協議書の作成
● 公正証書遺言の作成について
● 相続財産の処分（土地、建物)について

相談
内容

電話による事前予約をお願いします。事前予約の方を優先します。申込方法

鎌田真一事務所

配
の
者
で
す
が
…

・
○
○
教
育
委
員
会
の
者
で
す
が
…

・
同
じ
ク
ラ
ス
の
○
○
の
父
親
で

す
が
…

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
○
○
で
す

が
…
、
な
ど
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

く
る
の
？

・
今
、
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て
い

る
か
ら
…

・
配
達
先
を
確
認
し
た
い
か
ら
…

・
財
布
を
落
と
し
た
主
に
返
し
た

い
か
ら
…

・
学
校
の
関
係
で
至
急
連
絡
し
た

い
こ
と
が
あ
る
か
ら
…
、な
ど
で
す
。

　
そ
し
て

・
友
だ
ち
の
名
前
、
電
話
番
号
を

教
え
て
ほ
し
い
。

・
兄
弟
、
姉
妹
の
名
前
を
教
え
て

ほ
し
い
。

・
ク
ラ
ス
の
名
簿
を
貸
し
て
ほ
し

い
。
な
ど
の
聞
き
出
し
や
要
求
に

迫
ら
れ
ま
す
。

　
も
し
不
審
者
に
あ
っ
た
り
、
不

審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
は

補
導
セ
ン
タ
ー
や
警
察
・
学
校
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
25-

６
６
２
０

℻
25-

６
６
２
１

力
強
く
大
地
を
踏
み
し
め
て
、
歩

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
で
楽
し
い
生
活

●
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
や
バ
イ
ク
に
乗
る
時

は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
。

　
飛
び
出
し
・
自
転
車
の
二
人
乗

り
・
並
進
・
傘
差
し
運
転
・
携
帯

電
話
を
使
い
な
が
ら
の
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
自
分
の
「
い
の
ち
」
は
自
分
で

守
り
ま
し
ょ
う

　
不
審
者
に
あ
っ
た
り
、
被
害
に

遭
い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
時
は

イ
カ
の
お
す
し
。
行
か
な
い
・
乗

ら
な
い
・
大
声
で
叫
ぶ
・
す
ぐ
逃

げ
る
・
知
ら
せ
る
。

不
審
電
話
に
ご
用
心
！

　
新
学
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
言
葉
巧
み
で
、
不
審
電
話
と

は
気
づ
き
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「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を 30



トヨタ車全車種販売しています！
※一部車種を除きます。

ネッツ徳島吉野川店
に

ぜーんぶお任せくだ
さい！

ミニバンは、

吉野川店
New

吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 9：30～18：00（サービス入庫受付は17：00まで）

試乗できます !

灰
あ く

汁発
はっこう

酵建
だて

藍染
　水に溶けない藍を水に溶けるようにして染め液を作ることを「藍
建て」といいます。本来は、藍の染料である「蒅

すくも

」に木の灰からと
る灰汁を入れて発酵させ、藍建てをします。かつては、当然「蒅」
と天然原料から藍建てをするしかありませんでしたが、外国の藍に
よる染めや、化学物質を使う藍染めが出現したことにより、これと
区別するために藍染めの文化財指定の際には「正藍染」や「本藍染」
といわれるようになりました。
　同様に、化学物質を使わずに灰汁を使った藍建てによる染めとし
て、「灰汁発酵建藍染」という言葉が近年では使われています。発酵
を助けるために麬

ふすま

、酒、石灰や貝灰などの天然の素材を加えること
もあります。化学染料や薬品に頼らない古来の技術を継承すること
は難しく、一時は合成藍や化学薬品を使った藍染めにおされていま
したが、今再び天然素材の良さが見直されています。
　吉野川市文化研修センターでは、藍染め講座を休止していました
が、「藍のふるさと阿波」のストーリーが日本遺産に認定されたのを
機に復活しました。
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日本遺産

藍のふるさと阿波
～日本中を染め上げた
　　　至高の青を訪ねて～

３つの文化財を市の文化財に指定
　２月 22 日、３つの文化財を市の文化財に指定しました。
　文化財は市民全員の財産です。後世に伝承していくため大
切にしましょう。詳細は市ホームページをご覧ください。

△市指定有形文化財（古文書）喜来村全図 △市指定有形文化財（歴史資料）曽我廼家五九郎直筆の書

△市指定有形文化財（古文書）御蔵御拝知田畠高物成帳
市ホームページ
二次元コード

藍染め講座の様子

藍の華

「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで31



よしのがわ市民カレンダー
４月 行事・イベント

12 水 徳島ヴォルティスホームゲーム（Ｐ14）

13 木 行政相談10:00～12:00
（市役所本館４階１４１会議室）

14 金

15 土 LGBTQ電話相談16:00～19:00

16 日
徳島ヴォルティスホームゲーム（P14）
FC徳島ホームゲーム（Ｐ15）
吉野川マルシェ9:00～14:00

17 月

18 火

19 水

20 木
行政相談10:00～12:00（美郷支所
会議室）、人権相談13:30～16:00

（西麻植会館２階会議室）

21 金
司法書士による無料法律相談
10:00～12:00

（市役所本館４階１４１会議室）

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金 2023年度吉野川市人権教育推進協
議会総会および講演会（Ｐ10）

29 土 昭和の日

30 日
FC徳島ホームゲーム（Ｐ15）
マイナンバーカード・マイナポイントの
休日サポート（Ｐ12）

◦介護予防教室・リハビリ教室（P22）
◦吉野川市子育て支援施設 ５月の行事予定（P23）
◦図書館だより（P29）

５月 行事・イベント

1 月 行政相談10:00～12:00
（山川支所２０３会議室)

2 火 行政相談13:00～15:00
（川島公民館会議室）

3 水 憲法記念日  
徳島ヴォルティスホームゲーム（Ｐ14）

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日 FC徳島天皇杯徳島県代表決定戦
（Ｐ15）

8 月 介護予防講演会「転倒予防について」
（Ｐ12）

9 火

10 水

11 木
行政相談10:00～12:00（市役所本館
１階相談室）、人権相談13:30～16:00

（吉野川市交流センター１階和室）

12 金

13 土

14 日

15 月

【夜間・在宅当番医】
◦平日／ 18 時～ 22 時
◦休日／９時～ 13 時、14 時～ 18 時、19 時～ 22 時
◦吉野川市ホームページにも掲載しています。
◦日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
◦変更になる場合がありますので、必ず当番医または徳島中央広域

連合（☎ 26-1190）で確認の上、受診してください。
【小児救急医療体制】
◦徳島市夜間休日急病診療所（☎ 088-622-3576）
◦県立中央病院（☎ 088-631-7151）

〈 月～土 〉
　８時 30 分～ 19 時 30 分 最寄りの医療機関
　19 時 30 分～ 22 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　22 時 30 分～翌９時 県立中央病院

〈 日・祝日 〉
　９時～ 12 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　13 時 30 分～ 17 時 徳島市夜間休日急病診療所
　18 時～ 22 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　22 時 30 分～翌９時 県立中央病院
◦吉野川医療センター（☎ 26-2222）
　診療日　第２・第４日曜日 診療時間　午前中（直接問い合わせください）
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※市民カレンダーには、市内全ての行事・イベントが記載されて
いるわけではありませんので、あらかじめご了承ください。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
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※市民カレンダーには、市内全ての行事・イベントが記載されて
いるわけではありませんので、あらかじめご了承ください。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

夜間・休日
在宅当番医

中西内科クリニック
☎ 42-6755

知恵島皮膚科診療所
☎ 36-9012

よしのがわ往診診療所
☎ 36-1850

杉山医院
☎ 25-2802

渡辺医院
☎ 24-7177

谷医院
☎ 42-2353

鈴木内科（敷地）
☎ 24-5880

鈴木内科（喜来）
☎ 24-3413

糸田川眼科
☎ 24-2531

鴨島病院
☎ 24-6565

大内整形外科
☎ 24-3058

四宮医院
☎ 25-2016

工藤内科医院
☎ 42-3113

高橋皮膚科クリニック
☎ 24-5122

井内内科
☎ 24-3070

中西内科クリニック
☎ 42-6755

リバーサイドクリニック岡田
☎ 24-8884

美摩病院
☎ 24-2957

松永医院
☎ 42-2110

市内での火災・救急出動 （※累計は令和５年１月からのもの）

火災 １月 累計 救急出動 １月 累計
０件 ０件 211 件 211 件

夜間・休日
在宅当番医

石原内科循環器科
☎ 24-2536

グリーン耳鼻咽喉科
☎ 24-2488

矢田医院
☎ 25-2006

木村内科胃腸科
☎ 24-6413

岸整形外科
☎ 25-3133

森住内科医院
☎ 22-3010

杉山医院
☎ 25-2802

山下耳鼻咽喉科クリニック
☎ 42-7533

麻名内科外科クリニック
☎ 26-0020

さくら診療所
☎ 42-5520

かなめ小児科内科クリニック
☎ 26-0310

あおぞら内科
☎ 22-1311

知恵島皮膚科診療所
☎ 36-9012

谷医院
☎ 42-2353

よしのがわ往診診療所
☎ 36-1850

本号に掲載している各種行事・イベントなどは、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、開催を
中止または延期する場合がありますので、詳しくは担当課もしくは主催者に問い合わせください。
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